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第 1 章 

なぜ人は占いに行くのか 

人は「未来」ではなく、「安心」を求めている 

人は、不安になると「答え」を探し始める。 

それは特別な人だけではない。 

弱い人だけでもない。 

ましてや、非科学的な人間だからでもない。 

普段は合理的に生きている人でも、 

論理的に考える人でも、 

「占いなんて信じない」と言っていた人でさえ、 

人生のどこかで、一度は“見えないもの”に手を伸ばす

瞬間がある。 

 

夜中、眠れないままスマートフォンを開き、 

検索欄にこう打ち込んだことはないだろうか。 

「当たる占い」 

「復縁 タロット」 

「転職 運勢」 

「運命の人 特徴」 
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誰にも相談できないまま、 

動画サイトで何本もタロット動画を見続け、 

「これ、自分のことかもしれない」と思った経験はな

いだろうか。 

あるいは、街でふと見かけた占い館に、 

普段の自分なら絶対に入らないはずなのに、 

なぜか吸い込まれるように入ってしまったことはない

だろうか。 

 

本当は分かっている。 

人生を決めるのはカードではない。 

手相でもない。 

星でもない。 

最終的に選び、行動し、責任を負うのは自分自身だ。 

そんなことは、最初から理解している。 

それでも人は、占いへ向かう。 

なぜだろうか。 

 

それは、人が「未来」を知りたいのではなく、 

“安心したい”からである。 

 

未来は不確実だ。 
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どれだけ経験を積んでも、 

どれだけ勉強しても、 

どれだけ慎重に生きても、 

人は明日を完全には予測できない。 

• この選択で良かったのか  

• あの人は本当に自分を必要としているのか  

• このまま進んで大丈夫なのか  

• 自分は間違っていないのか  

人生は、分からないことだらけでできている。 

そして人間は、本来、 

この「分からない状態」に非常に弱い。 

 

心理学では、人は“不確実性”に強いストレスを感じる

ことが知られている。 

結果が見えない。 

先が読めない。 

正解が分からない。 

この状態が続くと、脳は疲弊していく。 

人は「悪い結果」そのものより、 

「どうなるか分からない状態」のほうに強い苦痛を感

じることすらある。 
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たとえば病院の検査結果を待つ時間。 

恋人から返信が来ない時間。 

会社の面接結果を待つ時間。 

実際の結果以上に、 

“宙ぶらりんの状態”が人を消耗させる。 

 

だから人は、 

完全な正解ではなくてもいいから、 

“方向性”を欲しがる。 

 

占いは、その方向性を与える。 

「今は動く時ではない」 

「その出会いには意味がある」 

「あなたは間違っていない」 

こうした言葉を受け取った瞬間、 

人は少しだけ呼吸が楽になる。 

それは、未来が確定したからではない。 

“意味”が与えられたからである。 

 

ここで重要なのは、 

占いが本当に未来を当てているかどうかではない。 

本当に重要なのは、 

「なぜ人は、意味を与えられることで安心するのか」 
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という点である。 

 

人は、意味のない苦しみに耐えられない。 

なぜ失恋したのか。 

なぜ裏切られたのか。 

なぜ努力しているのに報われないのか。 

人生には、説明できない出来事が多すぎる。 

しかし人は、 

理由が分からないまま苦しみ続けることができない。 

だから意味を探す。 

 

「あの別れには意味があった」 

「あの失敗は必要な経験だった」 

「今は人生の転換期なんだ」 

そうやって出来事を“物語”として整理した瞬間、 

人は少しだけ前を向ける。 

 

人間は、 

単に現実を生きているわけではない。 

“意味づけされた現実”を生きている。 

 

同じ失敗でも、 

「自分はダメな人間だ」 
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と思えば絶望になる。 

しかし、 

「この経験が次につながる」 

と思えれば、人は耐えられる。 

つまり人間は、 

出来事そのものではなく、 

“どう解釈したか”によって心が変化する。 

 

占いは、 

その“解釈”を与える。 

 

タロットカードは、ただの紙である。 

手相も、ただの線である。 

しかし人は、そこに自分自身を映し出す。 

「死神」のカードを見て不安になる人もいれば、 

“終わりと再生”を感じる人もいる。 

同じ手相を見ても、 

「苦労の線ですね」 

と言われて落ち込む人もいれば、 

「ここまで頑張ってきた証ですね」 

と言われて救われる人もいる。 
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つまり人は、 

占いを見ているようで、 

実は“自分自身”を見ているのである。 

 

占いとは、鏡に近い。 

未来を固定するものではなく、 

その人の不安や願望、恐れや希望を映し出す装置であ

る。 

 

だから占いには、不思議な力がある。 

「当たった」という感覚が生まれるのは、 

単純な未来予知だけが理由ではない。 

人がそこに、 

“自分の感情”を見つけてしまうからである。 

 

人は、自分を理解してほしい。 

誰にも言えなかった不安を、 

「それ、苦しかったですね」と言われるだけで涙が出

ることがある。 

「あなたは頑張ってきましたね」 

そう言われるだけで、救われることがある。 

それは論理ではない。 

人間は感情で生きているからだ。 
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占いは、時に危険である。 

依存を生むこともある。 

現実から目を逸らさせることもある。 

判断を他人任せにしてしまうこともある。 

しかし同時に、 

人を立ち上がらせることもある。 

 

本書は、占いを否定しない。 

だが、盲信もしない。 

「当たる」「当たらない」だけで語るつもりもない。 

本書で扱うのは、もっと人間的で、もっと本質的なテ

ーマである。 

 

なぜ人は占いに惹かれるのか。 

なぜ人は意味を求めるのか。 

なぜ人は、“見えないもの”に救われるのか。 

 

心理学。 

行動分析。 

カウンセリング。 

タロット。 

手相。 
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その両方を学んできたからこそ見えてきた、 

「人が救われる構造」。 

それを本書では、 

できる限り感情論に逃げず、 

できる限り分かりやすく、 

そして現実に根ざした言葉で解き明かしていく。 

 

もしかすると読者の中には、 

今まさに苦しみの中にいる人もいるかもしれない。 

占いに救われた人もいるだろう。 

逆に、占いに振り回された人もいるだろう。 

どちらも間違いではない。 

なぜなら占いとは、 

“人間の弱さ”と“人間の希望”の両方に触れるものだか

らである。 

 

本書は、 

占いを信じるための本ではない。 

占いを否定するための本でもない。 

 

「人はなぜ、意味を求めるのか」 

その問いを通して、 

“人間そのもの”を見つめ直すための本である。 
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第 2 章 

タロットはなぜ意味を生むのか 

人は「偶然」に、自分自身を映し出す 

一枚のカードをめくった瞬間、 

なぜ人は「あ、今の自分かもしれない」と感じるのだ

ろうか。 

ただの紙である。 

そこに描かれているのは、絵と記号に過ぎない。 

それなのに人は、 

そのカードに心を動かされる。 

時には涙を流し、 

時には勇気をもらい、 

時には人生の方向さえ変えようとする。 

なぜそんなことが起きるのか。 

 

タロットの不思議さは、 

「当たる」ことそのものではない。 

本当の不思議さは、 

“人がそこに意味を見出してしまうこと” 

にある。 
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たとえば、 

「塔」のカード。 

突然の崩壊。 

変化。 

衝撃。 

価値観の破壊。 

こうした意味を持つと言われるカードである。 

このカードを見たとき、 

ある人は仕事の失敗を思い出す。 

ある人は離婚を思い出す。 

ある人は、自分が壊れそうだった時期を重ねる。 

しかし同時に、別の人はこう受け取る。 

「古い自分を壊す時期なのかもしれない」 

「変わるきっかけなんだ」 

「ここから再スタートできるのかもしれない」 

同じカードなのに、 

受け取り方がまるで違う。 

 

ここに、タロットの本質がある。 

タロットは、 

“答え”を直接書いているわけではない。 

人間の側が、 

そこに自分自身を投影しているのである。 
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人は、自分に関係のないものには強く反応しない。 

しかし逆に、 

曖昧で解釈の余地があるものには、 

自分自身を重ねやすい。 

これを心理学では、 

「投影」と呼ぶ。 

 

人は、心の中にある感情や不安を、 

外側の対象に映し出す。 

つまりタロットカードは、 

未来を映しているというより、 

“その人の内面を映している” 

とも言えるのである。 

 

ここで重要なのは、 

タロットが「嘘」だと言いたいわけではないというこ

とだ。 

むしろ逆である。 

人は、 

自分の本音を直接見ることが苦手だ。 

だからこそ、 

カードという“ワンクッション”を通すことで、 

初めて自分の感情に気づけることがある。 
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たとえば、 

恋愛で悩んでいる人がいるとする。 

頭では、 

「もう忘れたほうがいい」 

と思っている。 

しかしタロットを引いた瞬間、 

「まだ気持ちが残っていますね」 

と言われると、 

急に涙が出ることがある。 

なぜか。 

その言葉が当たったからではない。 

本当は、自分自身が一番分かっていたからである。 

 

人は時々、 

自分の感情を見失う。 

苦しすぎる時ほど、 

本音が分からなくなる。 

「本当はどうしたいのか」 

「何が怖いのか」 

「なぜこんなに苦しいのか」 

それすら分からなくなる。 
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タロットは、 

その感情を外側に映し出す。 

カードを見ることで、 

初めて自分の内面を客観視できる。 

つまりタロットとは、 

“未来予知”というより、 

「感情の翻訳装置」 

に近い。 

 

ではなぜ、 

人はそこまで強く意味を感じるのだろうか。 

ここで大きな役割を果たしているのが、 

「象徴」である。 

 

タロットには、 

王、女王、愚者、死神、太陽、月、悪魔など、 

非常に象徴的なイメージが描かれている。 

これらは単なる絵ではない。 

人間が長い歴史の中で共有してきた、 

感情や物語のイメージである。 

 

「太陽」を見れば、 

多くの人は希望や明るさを感じる。 
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「月」を見れば、 

不安や曖昧さを感じる。 

「死神」を見れば、 

恐れや終わりを連想する。 

つまり人間は、 

言葉になる前に、 

象徴で感情を理解している。 

 

映画でもそうだ。 

暗い雨のシーンを見れば不安を感じる。 

朝日が差し込む場面を見れば希望を感じる。 

そこに説明はなくても、 

人は感覚的に意味を受け取る。 

タロットも同じである。 

 

しかもタロットは、 

意味が固定されていない。 

ここが非常に重要である。 

 

もしカードに、 

「あなたは来月失敗します」 

とだけ書かれていたら、 

そこに深い意味は生まれない。 
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しかし実際のタロットは違う。 

絵柄があり、象徴があり、 

解釈の余地がある。 

だからこそ人は、 

そこに自分の人生を重ねてしまう。 

 

つまりタロットは、 

「曖昧だから意味を生む」 

のである。 

 

人間は、 

完全に決められたものより、 

“少し余白があるもの”に強く惹かれる。 

雲が動物に見えたり、 

音楽に自分の思い出を重ねたりするのも同じである。 

余白があるから、 

人はそこに自分を入れ込める。 

 

ここで、 

「偶然」という問題が出てくる。 

タロットはカードをシャッフルし、 

偶然に一枚を引く。 
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本当に偶然なのに、 

なぜ人はそこに意味を感じるのだろうか。 

 

それは人間の脳が、 

“偶然の中にパターンを見つける生き物” 

だからである。 

 

人類は昔から、 

自然の中に意味を見出して生きてきた。 

雨。 

雷。 

星。 

夢。 

それらを単なる現象としてではなく、 

「何かの意味がある」と感じてきた。 

それは迷信というより、 

人間の生存本能に近い。 

 

なぜなら、 

意味を見つける力は、 

危険を予測する力にもつながるからである。 

「あの音は危険かもしれない」 

「あの流れには法則があるかもしれない」 
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そうやって人類は生き延びてきた。 

つまり人間は本能的に、 

“意味を探すようにできている” 

のである。 

 

タロットは、 

その本能を強く刺激する。 

偶然引いたカードに、 

自分の感情や状況が重なる。 

その瞬間、人は 

「これは意味がある」 

と感じる。 

 

そして実は、 

ここにタロットの最大の価値がある。 

 

人は、 

自分の感情を整理できたとき、 

少しだけ前に進める。 

タロットによって、 

「自分は本当は不安だったんだ」 

「まだ諦めきれていなかったんだ」 

「変わりたかったんだ」 
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と気づけることがある。 

 

つまりタロットとは、 

未来を固定するものではない。 

むしろ、 

“自分の内面を見つめ直すための装置” 

なのである。 

 

しかし同時に、 

ここには危険性もある。 

意味を感じる力が強すぎると、 

人は逆に、 

カードに人生を支配されるようになる。 

「悪いカードが出たからダメだ」 

「このカードだから別れなければいけない」 

そうやって、 

本来自分で決めるべき人生を、 

カードに委ね始める。 

 

タロットは、本来“ヒント”である。 

だが不安が強くなると、 

人はそれを“答え”として扱い始める。 
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ここに、 

占いの救いと危うさの両方が存在する。 

 

本章で伝えたかったのは、 

タロットが本物か偽物か、という話ではない。 

重要なのは、 

「なぜ人は、そこに意味を見出してしまうのか」 

という人間側の構造である。 

 

タロットは、 

ただの紙かもしれない。 

しかし人は、 

そこに希望を見つける。 

恐れを見つける。 

自分自身を見つける。 

 

つまり人は、 

カードを見ているようで、 

本当は「自分の心」を見ているのである。 
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第 3 章 

手相はなぜ「当たる」と感じるのか 

人は“身体”に運命を見出す 

人は、不思議なほど「身体の情報」を信じる。 

顔色。 

声。 

姿勢。 

目線。 

歩き方。 

人間は昔から、 

相手の身体から無意識に情報を読み取って生きてき

た。 

だからこそ手相もまた、 

単なる「線」以上の意味を持って感じられる。 

 

よく考えてみてほしい。 

もしこれが、 

「紙に描かれた線」 

だったらどうだろうか。 

人はそこまで強く信じない。 
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しかしそれが、 

“自分自身の手” 

に刻まれていると、 

急に現実味を帯びる。 

 

ここに、手相の本質がある。 

手相とは、 

未来予知というより、 

「身体に意味を見出す人間の心理」 

そのものなのである。 

 

人は、自分の身体を特別視する。 

それは当然のことだ。 

身体は、 

自分の人生そのものだからである。 

 

傷跡一つにも思い出がある。 

筋肉のつき方にも生き方が出る。 

表情には、その人の感情の積み重ねが現れる。 

つまり人は本能的に、 

「身体には人生が刻まれる」 

と感じている。 
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だから手相もまた、 

ただの迷信として切り捨てられない。 

人はそこに、 

• 性格  

• 運命  

• 人生経験  

• 苦労  

• 才能  

を重ねてしまう。 

 

特に手相は、 

“自分だけのもの”という感覚が強い。 

タロットは誰でも同じカードを引く可能性がある。 

しかし手相は違う。 

線の形。 

長さ。 

濃さ。 

枝分かれ。 

それぞれが微妙に異なる。 

そのため人は、 

「これは自分だけの情報だ」 

と感じやすい。 
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ここが非常に重要である。 

人は、自分専用の情報に強く反応する。 

 

たとえば、 

「あなたは悩みやすいですね」 

と言われるより、 

「この線を見ると、かなり我慢してきた人ですね」 

と言われた方が、 

はるかに“見抜かれた感覚”が強くなる。 

なぜなら、 

“自分の身体を根拠にされている” 

からである。 

 

つまり手相には、 

「客観性があるように感じる」 

という強力な特徴がある。 

 

実際には、 

解釈の幅はかなり広い。 

しかし人は、 

「手に書いてある」 

と思った瞬間、 

それを“事実”として受け取りやすくなる。 
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ここには、人間特有の心理が関係している。 

人は、 

“見えるもの”を信じやすい。 

 

数字。 

グラフ。 

検査結果。 

レントゲン。 

こうした「視覚化された情報」は、 

それだけで説得力を持つ。 

手相も同じである。 

線が見える。 

実際に存在している。 

だから人は、 

「何か意味があるに違いない」 

と感じる。 

 

さらに手相には、 

もう一つ大きな特徴がある。 

それは、 

「後から当てはめやすい」 

ということである。 
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人間の記憶は、 

実はかなり曖昧である。 

しかし人は、 

出来事が起きた後に、 

「そういえば、あの時言われていた」 

と意味をつなげる傾向がある。 

 

たとえば、 

「30 代後半で転機がありますね」 

と言われたとする。 

すると人は後になって、 

• 転職  

• 結婚  

• 離婚  

• 引っ越し  

• 病気  

• 出会い  

などを、 

「これが転機だったんだ」 

と結びつける。 

 

つまり手相は、 

“人生を後から整理する装置” 
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としても機能している。 

 

ここで重要なのは、 

これは決して「騙されている」という単純な話ではな

いということだ。 

むしろ人間は、 

“人生を物語として理解したい生き物” 

なのである。 

 

人生には、 

説明できないことが多すぎる。 

なぜあの人と出会ったのか。 

なぜあのタイミングで失敗したのか。 

なぜあの苦しみが必要だったのか。 

人は、 

ただ出来事が並んでいるだけでは耐えられない。 

だから線を引く。 

意味を作る。 

物語にする。 

 

手相は、 

その“物語化”を助ける。 
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「この線があるから苦労した」 

「この線があるから人に優しい」 

「この線があるから変化の人生になる」 

そう言われることで、 

バラバラだった人生経験が、 

一つのストーリーとして繋がる。 

 

人は、 

意味のない苦しみには耐えにくい。 

しかし、 

「この経験には意味があった」 

と思えた瞬間、 

少しだけ救われる。 

 

ここで見えてくるのは、 

手相の本質が、 

“未来を決めること” 

ではなく、 

“人生に意味を与えること” 

に近いという事実である。 

 

さらに興味深いのは、 

手相には“統計感覚”も混ざっているという点である。 
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長年、多くの人を見ている占い師は、 

• 手の厚み  

• 指の動き  

• 握り方  

• 爪  

• 肌質  

などから、 

その人の性格傾向をある程度読み取っている場合があ

る。 

これは超能力ではない。 

人間観察に近い。 

 

実際、人は身体に性格が出る。 

緊張しやすい人は手が硬くなりやすい。 

神経質な人は細かい動きに特徴が出る。 

大胆な人は手の使い方にも勢いがある。 

つまり手相には、 

「線を見る技術」と同時に、 

「人を見る技術」 

が混ざっているのである。 

 

だから時々、 

占い師は驚くほど核心を突く。 
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それは“運命を見た”というより、 

「人間を見た」 

結果なのかもしれない。 

 

しかしここでも、 

危険性は存在する。 

 

人は「手に書かれている」と感じた瞬間、 

そこに強く縛られやすくなる。 

「自分には成功線がない」 

「結婚線が薄い」 

「苦労する相が出ている」 

そう言われることで、 

未来を固定されたように感じる人もいる。 

 

だが本来、 

手相は絶対的な運命ではない。 

実際、手相は変わる。 

年齢や環境、習慣によっても変化する。 

これは象徴的である。 

つまり人間もまた、 

固定された存在ではないということだ。 
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にもかかわらず、 

不安が強い時、人は 

「決められた運命」 

を求めてしまう。 

なぜなら、 

不確実な未来より、 

“決まっている未来”の方が楽だからである。 

 

しかし人生は、 

本来もっと曖昧で、流動的なものだ。 

手相は、その可能性を考える“材料”にはなる。 

だが、人生そのものを決めるものではない。 

 

本章で伝えたかったのは、 

「手相が本物か偽物か」 

ではない。 

重要なのは、 

「なぜ人は身体に意味を見出すのか」 

という、人間そのものの心理である。 

 

人は、 

自分の身体に人生を重ねる。 
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線に意味を見つける。 

形に性格を見る。 

そこに運命を感じる。 

 

つまり人は、 

手相を見ているようで、 

本当は「自分の人生」を見ているのである。 
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第 4 章 

占いが人を救う瞬間 

人は「答え」ではなく、 

“理解された感覚”に救われる 

人は、 

論理だけでは立ち直れない。 

どれだけ正しい言葉を並べられても、 

どれだけ合理的な説明を受けても、 

心が動かないことがある。 

逆に、 

たった一言で救われることもある。 

 

「大丈夫ですよ」 

その言葉だけで、 

張り詰めていたものが崩れ、 

涙が止まらなくなる人がいる。 

なぜだろうか。 

 

それは人間が、 
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「理解されること」 

を強く求める生き物だからである。 

 

占いが人を救う瞬間。 

そこには共通点がある。 

それは、 

「当たった瞬間」ではない。 

 

本当に人が救われるのは、 

「分かってもらえた」 

と感じた瞬間である。 

 

人は、孤独に弱い。 

しかもここで言う孤独とは、 

単に一人でいることではない。 

本当に苦しいのは、 

「誰にも理解されていない感覚」 

である。 

 

周囲に人がいても、 

家族がいても、 

職場で会話していても、 

「本当の気持ちは誰にも言えない」 
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そう感じることはある。 

 

特に現代社会では、 

人は“ちゃんとしているフリ”を求められる。 

• 明るくしなければいけない  

• 頑張らなければいけない  

• 弱音を吐いてはいけない  

• 前向きでいなければいけない  

そうやって感情を押し込み続ける。 

 

しかし感情は、 

消えているわけではない。 

ただ、奥に沈んでいくだけである。 

 

だから人は時々、 

「誰かに見抜いてほしい」と思う。 

自分でも整理できない感情を、 

言葉にしてほしいと思う。 

 

占いが入り込むのは、 

まさにこの瞬間である。 
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たとえば、 

占い師がこう言う。 

「あなた、かなり無理してきましたね」 

すると人は、驚くほど動揺する。 

なぜか。 

それは秘密を当てられたからではない。 

“自分の苦しさを認識してもらえた” 

からである。 

 

人は、自分の痛みを理解されると安心する。 

逆に言えば、 

「分かってもらえない苦しさ」 

は想像以上に大きい。 

 

たとえば失恋した人に、 

「次があるよ」 

と言っても、 

苦しみはあまり軽くならない。 

しかし、 

「本気だったんだね」 

と言われると、 

涙が出ることがある。 
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人間は、 

正論より先に、 

「感情を受け止めてもらうこと」 

を求めている。 

 

占いは、 

そこに入り込む。 

 

「あなた、本当はずっと不安だったでしょう」 

「周りに気を遣いすぎていますね」 

「自分を責めすぎていますね」 

こうした言葉は、 

決して特殊な魔法ではない。 

しかし、人によっては、 

その一言が人生を支えることがある。 

 

ここで重要なのは、 

占いの力の多くが、 

“未来予知” 

ではなく、 

“感情理解” 

に近いという点である。 
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実際、人は未来そのものより、 

「今の苦しさ」 

を何とかしたい場合が多い。 

 

「この恋は叶いますか？」 

と聞く人も、 

本当に知りたいのは未来ではない。 

多くの場合、 

• 自分は愛される価値があるのか  

• この苦しみは無駄ではないのか  

• 諦めた方がいいのか  

• まだ希望を持っていいのか  

そうした感情の整理を求めている。 

 

つまり人は、 

占いを通して、 

“自分の感情を確認している” 

のである。 

 

そしてここには、 

カウンセリングに近い構造も存在している。 
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人は、 

話すだけで楽になることがある。 

これは単なる気分の問題ではない。 

感情を言語化することで、 

脳の整理が進むからである。 

 

苦しみが漠然としている時、 

人は不安に飲み込まれやすい。 

しかし、 

「自分は裏切られたことが悲しかったんだ」 

「認めてもらえなかったことが辛かったんだ」 

と整理できた瞬間、 

少しだけ心が落ち着く。 

 

占いは時に、 

その“整理のきっかけ”になる。 

 

タロットを見ながら、 

「本当はまだ好きなんですね」 

と言われて初めて、 

自分の感情に気づく人もいる。 

手相を見ながら、 

「ずっと我慢してきたんですね」 
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と言われて初めて、 

自分が限界だったことを理解する人もいる。 

 

つまり占いとは、 

“感情を可視化する装置” 

でもある。 

 

もちろん、 

ここには危険もある。 

人は弱っている時ほど、 

「救ってくれる存在」に依存しやすい。 

だから占い師の言葉は、 

時に強い影響力を持つ。 

 

しかし同時に、 

占いが本当に人を支える瞬間も確かに存在する。 

 

たとえば、 

誰にも相談できず、 

一人で苦しみ続けていた人が、 

「あなたは悪くないですよ」 

と言われて救われることがある。 
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あるいは、 

「今は休んでもいい時期です」 

その言葉で、 

初めて休むことを許せる人もいる。 

 

現代社会では、 

人は「頑張ること」を求められすぎている。 

だからこそ、 

「そのままでもいい」 

という言葉に、 

強く救われる。 

 

ここで大切なのは、 

その言葉が“絶対的に正しいか”ではない。 

人間は時に、 

「生き延びるための言葉」 

を必要とする。 

 

希望は、 

論理だけでは生まれない。 

「もう少し頑張ってみようかな」 

そう思える理由が必要なのである。 
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占いは、 

その理由を与えることがある。 

 

もちろん、 

それが万能だと言いたいわけではない。 

占いだけで人生は変わらない。 

現実問題が消えるわけでもない。 

しかし人は、 

“少し心が軽くなるだけで” 

また前を向けることがある。 

 

これは非常に人間的な現象である。 

 

人は、 

完璧な答えが欲しいわけではない。 

本当に欲しいのは、 

「自分は一人じゃない」 

という感覚なのかもしれない。 

 

だから占いには、 

時に不思議な力が宿る。 

カードそのものではない。 

線そのものでもない。 
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その奥にある、 

「誰かに理解された感覚」 

が、人を救うのである。 

 

しかし忘れてはいけない。 

本当に人を支えるべきものは、 

「依存」ではなく、 

「自分で立ち上がる力」 

である。 

 

占いは、 

そのための“きっかけ”にはなれる。 

だが、人生そのものを代わりに生きてくれるわけでは

ない。 

 

本章で伝えたかったのは、 

「占いがなぜ人を救うことがあるのか」 

その構造である。 

 

人は、 

未来を知りたいのではない。 

本当は、 

「自分の苦しみを分かってほしい」 



51 

 

のである。 

 

そして時に、 

たった一言の理解が、 

人を生き延びさせることがある。 
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第 5 章 

占いの危険性と依存 

安心は、時に人から「考える力」を奪う 

占いは、人を救うことがある。 

その事実は否定できない。 

実際に、 

占いの言葉によって立ち直った人もいる。 

人生の方向を見つけた人もいる。 

絶望の中で、生きる理由を取り戻した人もいる。 

しかし同時に、 

占いは、人を壊すこともある。 

 

ここを避けてしまうと、 

この本はただの綺麗事になる。 

だから本章では、 

占いの「危うさ」について真正面から扱いたい。 

 

人は弱っている時ほど、 

“答え”を欲しがる。 

それは自然なことだ。 
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不安。 

孤独。 

絶望。 

焦り。 

そうした感情に飲み込まれている時、 

人は「誰かに決めてほしい」と思ってしまう。 

 

なぜなら、 

“自分で決める”という行為は、想像以上に苦しい 

からである。 

 

決断には責任が伴う。 

選んだ結果、失敗するかもしれない。 

傷つくかもしれない。 

後悔するかもしれない。 

だから人は時々、 

「答えを外に置きたくなる」 

 

占いは、 

そこに入り込む。 

 

「この人とは離れた方がいい」 

「今は動かない方がいい」 
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「その選択は運気を下げる」 

そう言われた瞬間、 

人は安心することがある。 

なぜか。 

自分で決めなくてよくなるからである。 

 

これは非常に重要なポイントである。 

占い依存の本質は、 

「占いが好き」 

というより、 

「自分で決める苦しさから逃れたい」 

に近い場合がある。 

 

もちろん最初は軽い気持ちである。 

「ちょっと見てもらおう」 

「参考にしてみよう」 

その程度だったはずだ。 

しかし不安が強い状態では、 

人は徐々に“確認”を繰り返すようになる。 

 

• この選択で合っていますか？  

• あの人は私をどう思っていますか？  

• 本当に別れるべきですか？  
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• 転職した方がいいですか？  

すると一時的に安心する。 

しかし時間が経つと、 

また不安になる。 

そして再び占いへ向かう。 

 

ここで起きているのは、 

「安心の中毒化」 

である。 

 

人間の脳は、 

不安が軽減されると強く反応する。 

つまり占いによって安心できると、 

脳は 

「また不安になったら、ここへ行こう」 

と学習する。 

 

これはギャンブル依存にも少し似ている。 

毎回当たるから依存するわけではない。 

時々「救われた感覚」があるから、 

繰り返してしまう。 
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特に現代は、 

この構造が加速しやすい。 

スマートフォンを開けば、 

• 今日の運勢  

• タロット動画  

• 恋愛リーディング  

• 復縁占い  

• ツインレイ診断  

が無限に流れてくる。 

 

そして不安が強い人ほど、 

「自分に都合のいい答え」 

を探し続ける。 

 

「まだ縁があります」 

「相手もあなたを想っています」 

「運命は繋がっています」 

そうした言葉は、 

苦しんでいる時ほど甘く響く。 

 

もちろん、 

希望そのものが悪いわけではない。 

問題なのは、 
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「現実を見る力」 

を失ってしまうことである。 

 

本来、人生は曖昧である。 

未来は誰にも確定できない。 

しかし依存状態になると、 

人は不確実性に耐えられなくなる。 

すると、 

「絶対」を求め始める。 

 

• この人は運命の相手ですか？  

• この仕事は成功しますか？  

• 私は幸せになれますか？  

白か黒か。 

成功か失敗か。 

そうやって人生を“答え”で処理しようとする。 

 

しかし現実は、 

そんなに単純ではない。 

 

人間関係は変わる。 

感情も変わる。 

環境も変わる。 
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にもかかわらず、 

「カードがこう言っていたから」 

という理由で人生を固定し始めると、 

人は徐々に、自分の感覚を失っていく。 

 

ここで特に危険なのが、 

「判断の外部化」 

である。 

 

本来、人生の責任は自分にある。 

しかし依存が進むと、 

「占い師が言ったから」 

「このカードが出たから」 

という形で、 

判断基準を外側へ預けるようになる。 

 

すると何が起きるか。 

自分で考える力が弱くなる。 

 

これは非常に怖い。 

なぜなら人間は、 

“自分で選んでいる感覚” 
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を失うと、 

急激に不安定になるからである。 

 

占いを見ないと決断できない。 

悪い結果が出ると行動できない。 

何度も同じことを確認する。 

こうなると、 

占いは「補助」ではなく、 

“支配” 

に変わってしまう。 

 

さらに問題なのは、 

そこにつけ込む人間も存在することである。 

 

「このままだと不幸になります」 

「霊的な問題があります」 

「浄化が必要です」 

不安を煽り、 

高額商品や継続依存へ繋げるケースもある。 

 

これはもう、 

救済ではない。 

不安の利用である。 
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人は弱っている時ほど、 

冷静な判断が難しくなる。 

だからこそ、 

「救われたい」 

という気持ちは、 

時に危険でもある。 

 

しかしここで重要なのは、 

占いそのものを悪だと決めつけないこと 

である。 

 

問題は、 

「どう使うか」 

なのである。 

 

薬も、使い方を間違えれば毒になる。 

占いも同じだ。 

 

少し気持ちを整理する。 

自分の感情を見つめ直す。 

立ち止まるきっかけにする。 

その程度なら、 

占いは人を支えることもある。 
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しかし、 

「人生のハンドル」 

まで渡してしまうと危険になる。 

 

ここで考えなければならないのは、 

「占いを信じるかどうか」 

ではない。 

 

本当に重要なのは、 

「自分の人生を、自分で引き受けられているか」 

である。 

 

占いは、 

未来を代わりに生きてくれない。 

選ぶのは自分。 

動くのも自分。 

責任を持つのも自分。 

この現実だけは、 

どんな占いでも代わりにできない。 

 

だからこそ、 

“依存しない距離感” 

が必要になる。 



62 

 

占いは、 

時に人を救う。 

だが同時に、 

「考えることをやめた瞬間」 

人を縛り始める。 

 

本章で伝えたかったのは、 

「占いは危険だからやめろ」 

という単純な話ではない。 

 

重要なのは、 

「人はなぜ依存してしまうのか」 

という人間側の構造である。 

 

人は、不安から逃れたい。 

傷つきたくない。 

失敗したくない。 

だから“確かな答え”を求める。 

 

しかし本来、 

人生に絶対の正解はない。 

だからこそ人は、 

「自分で選び続ける」 
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しかないのである。 

 

そしてその苦しさから逃げた時、 

占いは時に、 

“救い”から“支配”へ変わる。 
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第 6 章 

心理と占いの正しい距離 

占いは「答え」ではなく、 

“自分を見つめ直す道具”である 

ここまで本書では、 

• なぜ人は占いに惹かれるのか  

• なぜタロットに意味を感じるのか  

• なぜ手相が「当たる」と思えるのか  

• なぜ占いが人を救うことがあるのか  

• なぜ依存が起きるのか  

を見てきた。 

ここまで読んで、 

読者の中には二つの感情が生まれているかもしれな

い。 

 

一つは、 

「なるほど。占いには人を救う側面もあるんだ」 

という感覚。 

もう一つは、 
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「でも、依存は危険なんだな」 

という感覚である。 

 

その両方とも正しい。 

そしてここで重要になるのが、 

「心理と占いの距離感」 

である。 

 

現代では、 

この二つは時々混ざる。 

占い師がカウンセラーのような役割を持つこともあ

る。 

逆に、心理学的な言葉を使う占いも増えている。 

しかし本来、 

心理と占いは“似ている部分”と“違う部分”がある。 

ここを整理しないと、 

人は混乱しやすい。 

 

まず大前提として、 

どちらにも共通する部分がある。 

それは、 

「人の心を扱う」 

という点である。 
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人は悩みを抱えて、 

誰かの元へ行く。 

• 苦しい  

• 不安  

• 誰にも言えない  

• どうしていいか分からない  

その状態で話を聞いてもらう。 

ここだけを見ると、 

占いもカウンセリングも似ている。 

 

実際、 

人が救われる構造にも共通点がある。 

• 話を聞いてもらえる  

• 感情を整理できる  

• 自分を理解された気がする  

• 少し安心する  

この部分はかなり近い。 

 

しかし、 

決定的に違う部分がある。 

それは、 

「最終的な責任の置き場所」 

である。 
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心理支援の本質は、 

「本人が自分で考え、自分で選べる状態へ戻すこと」 

にある。 

 

つまりカウンセリングは、 

依存させるためのものではない。 

本来は、 

「この人が、自分の足で歩けるようになること」 

を目指している。 

 

だから心理支援では、 

• 答えを決めつけすぎない  

• 支配しない  

• 人生を代わりに選ばない  

という姿勢が非常に重要になる。 

 

一方、占いは時に、 

「答えを与える形式」 

になりやすい。 

 

「この人は運命の相手です」 

「今は動かない方がいいです」 

「この時期に転機が来ます」 
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こうした言葉は、 

苦しい時ほど強く響く。 

 

なぜなら人は、 

不安な時ほど 

“決めてほしい” 

からである。 

 

ここに、 

占いの救いと危うさが同時に存在する。 

 

つまり、 

占いは即効性が強い。 

 

不安な時、 

「大丈夫ですよ」と言われると安心する。 

「流れは悪くないです」と言われると希望が持てる。 

これは非常に人間的な反応である。 

 

しかし問題は、 

“安心”と“成長”は別物 

だという点である。 
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人は時に、 

安心することで現実を見る力を止めてしまう。 

だからこそ、 

心理と占いには“距離”が必要になる。 

 

では、 

理想的な距離感とは何なのだろうか。 

 

結論から言えば、 

「占いはヒント。人生の決定権は自分」 

これに尽きる。 

 

占いは、 

感情整理のきっかけにはなる。 

自分の本音に気づく材料にもなる。 

立ち止まって考える時間にもなる。 

 

しかし、 

「人生を代わりに決めてもらうもの」 

にしてはいけない。 

 

ここを超えると、 

人は徐々に“自分の感覚”を失う。 
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本来、 

「自分はどうしたいのか」 

が人生の中心である。 

しかし依存状態になると、 

「カードがどう言っているか」 

が中心になってしまう。 

 

これは一見似ているようで、 

まったく違う。 

 

人生で本当に大切なのは、 

「正しい未来を当てること」 

ではなく、 

「自分で選んだ感覚」 

だからである。 

 

たとえ失敗しても、 

自分で選んだ経験は人を成長させる。 

しかし、 

「言われた通りにしただけ」 

だと、 

人は自分の人生を生きている感覚を失いやすい。 
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だから心理支援では、 

「答え」より、 

「本人の感覚」 

を大切にする。 

 

実はここに、 

占いを“健全に使うヒント”もある。 

 

占いを見る時、 

「当たるか当たらないか」 

だけで受け取ると危険になりやすい。 

そうではなく、 

「自分はなぜ、この言葉に反応したのか」 

を見る。 

 

たとえば、 

「まだ縁があります」 

という言葉に強く安心したなら、 

本当はまだ諦めたくなかったのかもしれない。 

 

逆に、 

「もう手放した方がいい」 

という言葉に怒りを感じたなら、 
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まだ気持ちが整理できていないのかもしれない。 

 

つまり大切なのは、 

“カードの意味”そのものより、 

「自分の反応」 

なのである。 

 

占いは、 

未来を固定するものではなく、 

「自分の感情を見る鏡」 

として使う時、 

比較的健全になりやすい。 

 

ここで、 

非常に重要なことを言いたい。 

 

人は時々、 

「正しい答え」 

を探しすぎる。 

 

しかし人生には、 

最初から決まっている正解が存在しないことも多い。 

恋愛も、仕事も、人間関係もそうだ。 
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後になって初めて、 

「あの選択で良かった」 

と思えることが多い。 

 

つまり人生とは、 

“答えを探すもの”というより、 

「答えにしていくもの」 

に近い。 

 

だからこそ、 

占いに必要以上の“絶対性”を求めすぎると苦しくな

る。 

 

本来、 

占いは人生の補助輪であって、 

人生そのものではない。 

 

疲れている時に、 

少し気持ちを整理する。 

不安な時に、 

立ち止まって考える。 

そういう使い方なら、 

占いは時に人を支える。 
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しかし、 

「自分の代わりに生きてもらう」 

ことはできない。 

 

ここを忘れた瞬間、 

人は“自分の人生”から離れていく。 

 

そしてもう一つ、 

非常に大切なことがある。 

 

人は、 

「弱っている時ほど、強い言葉に惹かれる」 

 

• 絶対  

• 運命  

• 必ず  

• 宇宙の法則  

• この人しかいない  

こうした断定的な言葉は、 

不安な時ほど魅力的に見える。 

なぜなら、 

曖昧さから解放してくれるからである。 
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しかし現実は、 

もっと複雑で、曖昧だ。 

だからこそ本当に大切なのは、 

「考えることをやめないこと」 

なのである。 

 

本章で伝えたかったのは、 

「占いを使うな」 

という話ではない。 

 

重要なのは、 

「どういう距離感で使うか」 

である。 

 

占いは、 

時に人を救う。 

だが本当に人生を動かすのは、 

“自分で考え、自分で選ぶ力” 

である。 

 

心理も、占いも、 

本来はそのために存在するべきなのだ。 
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そしてもし、 

占いによって少し心が整理されたなら、 

最後に戻ってくるべき場所は、 

「自分は本当はどう生きたいのか」 

という問いである。 

 

その問いから逃げない限り、 

占いは“支配”ではなく、 

「人生を見つめ直す道具」 

になれるのである。 
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第 7 章 

なぜ人はスピリチュアルに惹かれるのか 

科学だけでは、人は救われない 

「スピリチュアル」と聞くと、 

人によって反応は大きく分かれる。 

ある人は癒しを感じる。 

ある人は怪しさを感じる。 

ある人は救われた経験を思い出す。 

またある人は、過去に傷ついた記憶を思い出す。 

 

現代では特に、 

スピリチュアルという言葉は極端に扱われやすい。 

全面的に信じる人。 

徹底的に否定する人。 

しかし本来、 

もっと重要なのは、 

「なぜ人はそこに惹かれるのか」 

という人間側の心理である。 
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ここを理解しない限り、 

占いも、宗教も、願掛けも、祈りも、 

本質的には理解できない。 

 

まず最初に言いたい。 

人は、 

“完全な合理性”だけでは生きられない。 

 

もちろん科学は重要である。 

医学。 

工学。 

心理学。 

統計。 

論理。 

科学は人類を大きく前進させた。 

病気を減らし、 

寿命を伸ばし、 

世界を説明できる範囲を広げてきた。 

 

しかし、 

どれだけ科学が進歩しても、 

「人間の苦しみ」 

そのものは消えない。 
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愛する人との別れ。 

将来への不安。 

孤独。 

死への恐怖。 

生きる意味。 

これらは、 

数式だけでは解決できない。 

 

たとえば、 

失恋した人に対して、 

「脳内の神経伝達物質の影響ですね」 

と説明しても、 

心は救われない。 

 

大切な人を失った人に、 

「それは自然現象です」 

と言っても、 

苦しみは消えない。 

 

人は、 

“説明”だけでは救われない。 
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ここに、 

スピリチュアルが入り込む余地がある。 

 

「この出来事には意味がある」 

「人生には流れがある」 

「あなたは一人ではない」 

こうした言葉は、 

科学的証明とは別の形で、 

人の心を支える。 

 

なぜか。 

それは人間が、 

「意味の中で生きる生き物」 

だからである。 

 

人は、 

意味を失うと苦しくなる。 

 

• なぜ頑張るのか  

• なぜ生きるのか  

• なぜ苦しむのか  

• なぜ自分だけこんな目に遭うのか  
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その問いに答えが見えなくなると、 

人は急激に無力感を抱く。 

 

だから人は、 

意味を探す。 

そして時に、 

“見えないもの” 

に希望を見出す。 

 

ここで重要なのは、 

「見えない＝非合理」 

ではないということである。 

 

たとえば「愛」も見えない。 

信頼も、希望も、勇気も見えない。 

しかし人間は、 

そうした“目に見えないもの”によって生きている。 

 

スピリチュアルもまた、 

ある意味では、 

「人間が不安を整理するための物語」 

として機能している部分がある。 
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昔の人々は、 

• 星  

• 月  

• 太陽  

• 夢  

• 自然現象  

に意味を見出してきた。 

それは単なる迷信というより、 

「世界を理解したい」 

という欲求だった。 

 

雷を神と考えたのも、 

死後の世界を想像したのも、 

運命を信じたのも、 

“意味のない世界” 

に耐えられなかったからかもしれない。 

 

人は、 

完全な無意味に耐えるのが苦手だ。 

 

「全部ただの偶然です」 

「人生に意味はありません」 

「あなたの苦しみに理由はありません」 
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そう言われると、 

人は時に絶望する。 

 

だからこそ、 

「この経験には意味がある」 

という言葉に救われる。 

 

もちろん、 

ここには危険性もある。 

 

人は苦しい時ほど、 

「特別な意味」を求めやすい。 

すると時に、 

• 運命論  

• 選民思想  

• 過剰な霊性  

• 現実逃避  

へ傾いていく。 

 

現実を見る代わりに、 

「宇宙が何とかしてくれる」 

「波動を上げれば解決する」 

「全部引き寄せ」 
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だけで考えるようになると危険である。 

 

なぜなら、 

人生には現実的な問題も存在する 

からだ。 

 

お金。 

仕事。 

人間関係。 

健康。 

それらは時に、 

具体的な行動や支援が必要になる。 

 

つまり、 

スピリチュアルだけでは生きられない。 

しかし逆に、 

科学だけでも人は苦しくなる。 

 

ここが非常に重要である。 

 

人間は、 

「現実」と「意味」 

その両方を必要としている。 



85 

 

現実だけでは心が乾く。 

意味だけでは地面を失う。 

だから本来必要なのは、 

「どちらかを否定すること」 

ではなく、 

「両方を理解すること」 

なのかもしれない。 

 

たとえば、 

お守りを持つ人がいる。 

科学的に見れば、 

お守りそのものに超常的効果があるとは証明されてい

ない。 

しかしそれを持つことで、 

「少し安心する」 

なら、 

その心理的効果には意味がある。 

 

実際、人間は 

「信じることで力を出せる」 

生き物である。 
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スポーツ選手のルーティン。 

受験のお守り。 

験担ぎ。 

これらも広い意味では、 

不安を整えるための行動である。 

 

つまり人間は昔から、 

“見えないもの”を使って心を支えてきた。 

 

問題は、 

「どこまでを現実として扱うか」 

である。 

 

スピリチュアルを完全否定すると、 

人間の感情理解を失いやすい。 

しかし逆に、 

完全に飲み込まれると、 

現実検討能力を失いやすい。 

 

だから大切なのは、 

「意味を感じる自由」 

と、 

「現実を見る視点」 
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その両方を持つことなのである。 

 

ここで、 

非常に重要なことを言いたい。 

 

人は時に、 

「救われたい」 

のではなく、 

「絶望したくない」 

からスピリチュアルへ向かう。 

 

これは大きな違いである。 

 

人間は、 

希望がゼロになると動けなくなる。 

だから、 

• 運命  

• 縁  

• 導き  

• タイミング  

• 見えない力  

を信じることで、 

何とか心を保っている場合がある。 
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それを単純に笑うことはできない。 

なぜなら人間は、 

「希望があるから生き延びられる」 

生き物だからである。 

 

本章で伝えたかったのは、 

「スピリチュアルは正しいか、間違っているか」 

ではない。 

 

本当に重要なのは、 

「なぜ人は、そこに救いを感じるのか」 

という人間理解である。 

 

科学は、 

世界を説明する。 

しかし時に人間は、 

「説明」より先に、 

「意味」 

を求める。 

 

そしてその意味が、 

時に人を立ち上がらせる。 
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だから人は今もなお、 

“見えないもの” 

に惹かれ続けるのである。 
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第 8 章 

「当たる占い師」とは何者なのか 

人は“見抜かれた感覚”に驚いている 

「なんで分かったんですか？」 

占いを受けた人が、 

最もよく口にする言葉の一つである。 

 

初対面のはずなのに、 

まるで昔から知っていたかのように話される。 

言っていない悩みを見抜かれた気がする。 

性格を当てられたように感じる。 

心の奥を読まれたような感覚になる。 

その瞬間、人は強く驚く。 

そして、 

「この人は本物だ」 

と感じ始める。 

 

では実際、 

「当たる占い師」とは何者なのだろうか。 
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本当に特別な能力を持っているのか。 

未来が見えているのか。 

 

ここで大切なのは、 

単純に「全部嘘だ」と切り捨てないことでもあり、 

逆に「全部超能力だ」と飛躍しないことでもある。 

 

実際には、 

“人間理解” 

が非常に大きく関わっている。 

 

優れた占い師ほど、 

実は「カード」だけを見ているわけではない。 

人を見ている。 

 

• 声のトーン  

• 表情  

• 服装  

• 話し方  

• 間  

• 目線  

• 呼吸  

• 言葉の選び方  
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人間は、自分が思っている以上に、 

感情や状態を外へ漏らしている。 

 

たとえば、 

「大丈夫です」 

と言いながら、 

まったく大丈夫そうではない人がいる。 

笑っていても、 

どこか疲れ切っている人がいる。 

逆に、 

強気に話していても、 

内側では強い不安を抱えている人もいる。 

 

人は、 

言葉だけで生きているわけではない。 

身体全体で感情を表現している。 

 

つまり優れた占い師は、 

「超常現象」 

というより、 

“観察力” 

が非常に高い場合がある。 
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これは占いに限らない。 

優れたカウンセラー。 

営業職。 

接客業。 

医師。 

教師。 

人を見る仕事を長くしている人ほど、 

「相手の空気」を読む力が育つ。 

 

たとえば、 

• 恋愛で傷ついている人  

• 自信を失っている人  

• 強く承認を求めている人  

には、独特の反応が出ることがある。 

本人は隠しているつもりでも、 

視線や言葉の選び方に滲み出る。 

 

占い師は、 

そこを拾う。 

 

さらに、多くの占い師は 

「相手に話させる技術」 

を持っている。 
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これは非常に重要である。 

人は、 

「自分で話したこと」 

に強く納得する。 

 

たとえば占い師が、 

「最近、人間関係で疲れていませんか？」 

と聞く。 

すると相談者が、 

「実は職場で…」 

と話し始める。 

その会話の中で、 

相手は大量の情報を出している。 

 

しかし相談者側は、 

「見抜かれた」 

と感じる。 

 

ここには、 

“会話による情報収集” 

がある。 

 

これを心理学やコミュニケーション技術の世界では、 
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「コールドリーディング」 

と呼ぶことがある。 

 

これは、 

相手の反応を見ながら情報を読み取っていく技術であ

る。 

 

たとえば、 

「あなた、周囲に気を遣いすぎるタイプですよね」 

と言われると、 

多くの人は少なからず反応する。 

なぜなら現代人の多くは、 

実際に気疲れしているからである。 

 

すると相談者は、 

「そうなんです」 

と感情を乗せる。 

そこから占い師は、 

さらに相手の反応を見ながら深めていく。 

 

ここで重要なのは、 

「だから全部詐欺だ」 

という単純な話ではないということである。 
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なぜなら、 

人間理解そのものは、本物だからである。 

 

実際、 

優れた占い師ほど、 

• 共感力  

• 観察力  

• 会話力  

• 感情理解  

が高い場合がある。 

 

だから時に、 

占いという形式を通して、 

「本当に人を救ってしまう」 

ことがある。 

 

ここで非常に興味深いのは、 

人は「当てられた内容」より、 

「見抜かれた感覚」 

に強く反応するという点である。 

 

たとえば、 

「あなた、本当はかなり我慢していますよね」 
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と言われる。 

すると人は、 

「なんで分かったの…」 

と衝撃を受ける。 

 

しかし冷静に考えれば、 

現代社会には“我慢している人”が非常に多い。 

それでも人は、 

「自分だけを見抜かれた」 

と感じる。 

 

なぜか。 

それは、 

“感情に触れられた” 

からである。 

 

人は、 

自分の感情を理解されると、 

強い信頼を抱きやすい。 

これは占いに限らない。 

 

恋愛でもそうだ。 

「この人、自分を分かってくれる」 
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と思った瞬間、 

一気に距離が縮まる。 

 

つまり占いの「当たる感覚」には、 

“感情理解” 

が大きく関わっている。 

 

さらに人間には、 

「当たった部分を強く記憶する」 

という特徴もある。 

 

たとえば 10 個言われて、 

• 8 個外れて  

• 2 個当たった  

としても、 

人はその“2 個”を強烈に覚えていることがある。 

 

特に、 

「感情に刺さった言葉」 

は記憶に残りやすい。 

 

つまり占いの「的中感」は、 

• 観察  
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• 会話  

• 投影  

• 記憶  

• 感情  

これらが複雑に絡み合って生まれている。 

 

しかしここで、 

忘れてはいけないことがある。 

 

「当たる占い師」に見える人ほど、 

時に強い影響力を持つ。 

 

人は、 

「この人は見えている」 

と思った瞬間、 

判断を預けやすくなる。 

 

だからこそ、 

占い師側には本来、 

“人を支配しない姿勢” 

が必要になる。 

 

本当に健全な占いは、 
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「あなたの人生を決める」 

ものではない。 

 

むしろ、 

「あなた自身が、自分を見つめ直す」 

ためのきっかけに近い。 

 

しかし残念ながら、 

中には影響力を利用する人も存在する。 

 

• 不安を煽る  

• 恐怖を植え付ける  

• 「自分だけが救える」と思わせる  

こうなると、 

それはもう支援ではない。 

依存の形成である。 

 

だからこそ大切なのは、 

「当たるかどうか」 

だけを見ることではない。 

 

本当に見るべきなのは、 

「その人と関わることで、 
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自分がどう変化しているか」 

である。 

 

• 自分で考えられているか  

• 現実を見れているか  

• 少し前向きになれているか  

• 依存していないか  

そこが重要になる。 

 

本章で伝えたかったのは、 

「当たる占い師の正体」 

を暴くことではない。 

 

重要なのは、 

「なぜ人は“見抜かれた”と感じるのか」 

という、人間の心理構造である。 

 

人は、 

理解されたい。 

見てほしい。 

気づいてほしい。 

分かってほしい。 
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だからこそ、 

「自分を見抜いたように感じる人」 

に強く惹かれる。 

 

そして時に、 

その“理解された感覚”が、 

「この人は当たる」 

という確信へ変わっていくのである。 
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第 9 章 

「科学では説明できない」は、 

本当に間違いなのか 

人間は“合理性だけ”では生きていない 

占いやスピリチュアルの話になると、 

必ず出てくる言葉がある。 

 

「科学的根拠はあるんですか？」 

 

これは非常に重要な視点である。 

実際、 

現代社会において科学は強い信頼を持っている。 

再現性。 

検証。 

統計。 

客観性。 

それらによって人類は発展してきた。 

だからこそ、 

「科学的に証明されていないもの」 
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に慎重になる姿勢は必要である。 

 

しかし一方で、 

ここには別の問題も存在する。 

それは、 

「科学で説明できないもの＝全部無価値」 

という極端な考え方である。 

 

この章では、 

ここを丁寧に整理したい。 

 

まず最初に、 

誤解してはいけない。 

 

「科学で説明できない」 

という言葉は、 

「絶対に存在しない」 

と同義ではない。 

 

科学とは本来、 

“現在の人類が、どこまで検証できているか” 

の積み重ねである。 
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つまり、 

科学は“万能の神”ではなく、 

「人類の観測システム」 

に近い。 

 

昔の人類は、 

• 細菌  

• ウイルス  

• 電気  

• 脳の働き  

を知らなかった。 

だから説明できなかった。 

しかし、 

「説明できなかったこと」と、 

「存在していなかったこと」は違う。 

 

ここは非常に重要である。 

 

もちろんだからといって、 

「何でもあり」 

にしてはいけない。 

そこを履き違えると危険になる。 
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しかし逆に、 

「今の科学で説明できないから全部否定」 

もまた、 

思考停止に近い場合がある。 

 

実際、人間の心は、 

まだ分からないことだらけである。 

 

なぜ人を好きになるのか。 

なぜ音楽で涙が出るのか。 

なぜ同じ経験でも傷つき方が違うのか。 

脳科学や心理学は進歩している。 

しかし、 

「人間の感情」 

は、まだ完全には解明されていない。 

 

つまり人間は、 

「合理性だけで動く機械」 

ではないのである。 

 

ここで考えたい。 

なぜ人は、 

「科学で説明できないもの」 
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に惹かれるのだろうか。 

 

それは時に、 

「説明できない感覚」を、 

人生の中で実際に体験するから 

かもしれない。 

 

たとえば、 

「なぜか嫌な予感がした」 

「偶然とは思えない出会いがあった」 

「言葉にできない直感が当たった」 

そうした経験を持つ人は少なくない。 

 

もちろん、 

その多くは後付け解釈や偶然の可能性もある。 

人間の脳は、 

パターンを見つけたがる。 

意味を繋げたがる。 

 

しかし問題は、 

「全部錯覚だから切り捨てれば終わり」 

ではないという点である。 
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なぜなら人間は、 

“体験” 

を通して世界を理解する生き物だからである。 

 

どれだけ論理的に説明されても、 

「自分は確かにあの時、救われた」 

という感覚を持つ人はいる。 

 

占いもそうだ。 

科学的に未来予知が証明されていなくても、 

「占いの言葉で立ち直れた」 

という人は実際に存在する。 

 

ここで大切なのは、 

「科学的真偽」 

と、 

「人間にとっての意味」 

を混同しないことである。 

 

たとえばプラセボ効果。 

これは「偽物の薬」でも、 

本人が効くと信じることで、 

実際に症状改善が起きる現象である。 



109 

 

つまり人間は、 

「信じること」 

そのものによって、 

心身に影響を受ける。 

 

これは非常に興味深い。 

人間は、 

“意味”によって変化する生き物 

なのである。 

 

だから、 

• お守り  

• 祈り  

• 占い  

• 願掛け  

にも、 

心理的作用が生まれる場合がある。 

 

もちろん、 

ここで重要なのは、 

「だから全部本物だ！」 

と飛躍しないことだ。 
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人は意味を求めるあまり、 

時に非合理へ飲み込まれる。 

 

たとえば、 

• 医療を拒否する  

• 現実逃避する  

• 「波動」だけで全て説明する  

• 問題解決を放棄する  

こうなると危険である。 

 

だから必要なのは、 

「科学」と「意味」 

を対立させない視点なのかもしれない。 

 

科学は、 

現実を理解するために必要である。 

しかし人間は時に、 

「正しさ」だけでは立ち上がれない。 

 

たとえば、 

大切な人を失った人に、 

「死亡率から見れば自然です」 

と言っても救われない。 
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そこに必要なのは、 

“意味” 

である。 

 

• あの人と出会えてよかった  

• この経験には価値があった  

• 生きた意味があった  

そう思えることで、 

人は苦しみを抱えながら前へ進める。 

 

つまり人間は、 

「論理」と「物語」 

その両方で生きている。 

 

ここで現代社会の難しさがある。 

 

今の時代は、 

「見える数字」 

が非常に重視される。 

 

• データ  

• エビデンス  

• 再現性  
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• 効率  

• 成果  

もちろん大切である。 

しかしそれだけでは、 

「人間の心」 

が置き去りになることがある。 

 

人は時に、 

「正しいけど冷たい」 

ものに傷つく。 

 

逆に、 

「科学的ではないけど救われた」 

という経験を持つ人もいる。 

 

だからこそ重要なのは、 

「科学か、スピリチュアルか」 

という二択ではない。 

 

本当に必要なのは、 

「人間は何によって支えられるのか」 

を理解する視点である。 
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ここで忘れてはいけない。 

人間は、 

「完全に合理的な存在」 

ではない。 

 

恋愛もそうだ。 

数字で最適化された相手を、 

人は必ずしも選ばない。 

 

人生もそうだ。 

損得だけでは動けない。 

 

つまり人間は、 

「意味を感じた方向」 

へ動く。 

 

だから占いやスピリチュアルも、 

単なる非科学として片付けるだけでは、 

人間理解として不十分なのかもしれない。 

 

もちろん、 

検証や批判的思考は必要である。 

疑う力も重要だ。 
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しかし同時に、 

「なぜ人はそこに救いを感じるのか」 

を理解しない限り、 

人間の本質は見えてこない。 

 

本章で伝えたかったのは、 

「科学を否定しよう」 

という話ではない。 

 

むしろ逆である。 

科学は非常に重要だ。 

しかし、 

人間は“説明”だけでは生きられない。 

 

時に必要なのは、 

「意味」 

「希望」 

「物語」 

「感情」 

なのである。 

そしてその曖昧さこそが、 

“人間らしさ” 

なのかもしれない。 
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第 10 章 

「救われる人」と「壊れる人」の違い 

占いは“心を映す鏡”になる 

同じ占いを受けても、 

人生が前向きになる人がいる。 

一方で、 

どんどん苦しくなっていく人もいる。 

 

同じタロット。 

同じ言葉。 

同じ「運勢」。 

それなのに、 

なぜ結果がここまで違うのだろうか。 

 

ここには、 

「占いそのもの」 

よりも、 

「受け取る側の心理状態」 

が深く関わっている。 
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つまり占いとは、 

“人間の心を映す鏡” 

なのである。 

 

まず考えたい。 

人はどんな時に、 

占いへ向かうのか。 

 

多くの場合、 

「心が揺れている時」 

である。 

 

• 恋愛が苦しい  

• 将来が不安  

• 人間関係が壊れそう  

• 自信がない  

• 誰にも相談できない  

• 生き方が分からない  

そういう時、 

人は“答え”を求める。 

 

つまり占いは、 

「余裕がある時の娯楽」 
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というより、 

「不安な時の避難所」 

として使われることが多い。 

 

だからこそ、 

占いは非常に強い影響力を持つ。 

 

ここで大きな分岐が起きる。 

 

占いを、 

「考えるきっかけ」 

として使う人。 

そして、 

「現実逃避の道具」 

として使う人。 

 

この違いは極めて大きい。 

 

たとえば、 

「今は焦らない方がいいですね」 

と言われたとする。 

 

これを、 
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「少し立ち止まって、自分を整理してみよう」 

と受け取る人もいる。 

一方で、 

「じゃあ何もしなくていいんだ」 

と現実から逃げる人もいる。 

 

同じ言葉でも、 

使い方によって人生への影響は変わる。 

 

ここで重要なのは、 

占いは“増幅装置”になりやすい 

という点である。 

 

不安が強い人は、 

さらに不安を強化しやすい。 

依存傾向がある人は、 

さらに確認を繰り返しやすい。 

逆に、 

自分を見つめる力がある人は、 

占いを“内省”へ変えやすい。 

 

つまり占いは、 

「その人の心の状態」 
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を映し出してしまう。 

 

ここで、 

非常に重要な違いがある。 

 

「救われる人」は、 

占いを“補助” 

として使う。 

 

しかし、 

「壊れていく人」は、 

占いを“人生の中心” 

にしてしまう。 

 

これは決定的な差である。 

 

本来、 

人生には様々な要素が必要だ。 

• 現実を見る力  

• 人間関係  

• 行動  

• 休息  

• 学び  
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• 支援  

• 時間  

しかし依存状態になると、 

「占いだけ」 

に世界が縮小していく。 

 

すると徐々に、 

• 自分の感覚  

• 判断力  

• 行動力  

が弱くなっていく。 

 

なぜなら、 

「自分で決める」 

という行為を手放してしまうからである。 

 

ここで非常に怖いのは、 

「安心したい」 

という気持ち自体は、 

とても自然だということである。 

 

誰だって苦しい時は、 

安心したい。 
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未来が知りたい。 

希望が欲しい。 

 

問題は、 

「不安をゼロにしようとすること」 

なのである。 

 

人生に不安は存在する。 

未来は分からない。 

人間関係も変化する。 

絶対はない。 

 

しかし依存が深くなると、 

人はその“不確実性”に耐えられなくなる。 

すると、 

「絶対大丈夫」 

「運命」 

「必ず叶う」 

のような言葉に強く惹かれる。 

 

なぜなら、 

曖昧さから解放されるからである。 
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だが本来、 

人生とは曖昧なもの 

である。 

 

そして実は、 

「曖昧さに耐える力」 

こそが、 

心の成熟に深く関わっている。 

 

心理学では、 

「不確実性耐性」 

という考え方がある。 

これは簡単に言えば、 

「答えが出ない状態に耐えられる力」 

である。 

 

人間は、 

すぐに答えが欲しくなる。 

しかし現実には、 

• すぐ答えが出ない恋愛  

• 正解が分からない仕事  

• 白黒つかない人間関係  

ばかりである。 
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だから本来必要なのは、 

「不安を消すこと」 

ではなく、 

「不安を抱えながら生きる力」 

なのかもしれない。 

 

ここで、 

占いとの健全な関係が見えてくる。 

 

占いによって、 

「少し整理できた」 

「少し前を向けた」 

それ自体は悪ではない。 

 

しかし、 

「占いがないと生きられない」 

状態になると危険である。 

 

なぜならその時、 

人生の主導権が、 

“自分” 

から離れているからだ。 
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本当に人を支えるものは、 

「絶対の未来予知」 

ではない。 

 

むしろ、 

「不安があっても、自分で選べる感覚」 

なのである。 

 

ここで非常に大切なのは、 

「救われること」 

と、 

「依存すること」 

は違うという点である。 

 

人は時に、 

誰かに支えられながら回復する。 

それは悪いことではない。 

 

しかし回復とは本来、 

「自分で歩ける方向へ戻っていくこと」 

である。 

 

つまり本当に健全な支援とは、 
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「この人が、自分で人生を選べるようになること」 

を目指している。 

 

占いも同じであるべきなのかもしれない。 

 

「あなたはこうしなさい」 

ではなく、 

「あなたは、本当はどうしたい？」 

へ戻していく。 

 

ここに、 

“人を救う占い” 

と、 

“人を縛る占い” 

の境界線がある。 

 

本章で伝えたかったのは、 

「占いは危険だ」 

という単純な話ではない。 

 

重要なのは、 

「どんな心の状態で、 

占いと向き合っているか」 
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なのである。 

 

人は、 

弱っている時ほど、 

強い言葉を求める。 

 

しかし本当に必要なのは、 

「絶対の答え」 

ではなく、 

「不安の中でも、自分で選び続ける力」 

なのかもしれない。 

 

そして占いは時に、 

“未来を決める道具” 

ではなく、 

「自分の心を映す鏡」 

として、人の前に現れるのである。 
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第 11 章 

「あなたは信じますか？」という問いの罠 

人は“白黒”で世界を理解しようとする 

占いの話をすると、 

多くの人はすぐにこう聞く。 

 

「で、結局あなたは信じてるの？」 

 

この質問は、とても象徴的である。 

なぜなら人間は、 

「白か黒か」 

で物事を理解したがるからだ。 

 

• 本物か偽物か  

• 科学か非科学か  

• 信じるか否定するか  

• 正しいか間違っているか  

しかし実際の人間社会は、 

そんなに単純ではない。 
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本書でここまで見てきたように、 

占いには、 

• 心理  

• 投影  

• 感情整理  

• 共感  

• 希望  

• 依存  

• 物語  

さまざまな要素が複雑に絡んでいる。 

 

つまり占いは、 

「単純に YES/NO で裁けるもの」 

ではないのである。 

 

しかし人は、 

曖昧さを嫌う。 

 

なぜなら曖昧さは、 

不安を生むからである。 

 

たとえば、 

「占いは全部嘘です」 



129 

 

と言われれば、 

ある意味スッキリする。 

逆に、 

「占いは全部真実です」 

と言われても、 

安心する人はいる。 

 

だが現実は、 

もっと中途半端で、 

もっと複雑だ。 

 

そして実は、 

人間は“曖昧な現実” 

に耐えるのが苦手である。 

 

ここに、 

「信じる・信じない論争」が終わらない理由がある。 

 

人は本来、 

「分からない」 

という状態に強いストレスを感じる。 
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未来が分からない。 

人の気持ちが分からない。 

自分の人生がどうなるか分からない。 

だから人は、 

“確信” 

を欲しがる。 

 

占いも、宗教も、思想も、 

時にその“確信”を与える。 

 

「あなたは大丈夫」 

「運命は決まっている」 

「この出会いには意味がある」 

そう言われると、 

人は安心する。 

 

逆に、 

科学や現実は時に厳しい。 

 

「未来は分かりません」 

「確実な保証はありません」 

「結果は変動します」 
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そう言われると、 

不安になる。 

 

つまり人は、 

「正確さ」 

だけではなく、 

「安心感」 

を求めている。 

 

ここで考えたい。 

なぜ人は、 

「信じるか、否定するか」 

の二択にしたがるのだろうか。 

 

それは人間が、 

「中間状態」 

を維持するのが苦手だからである。 

 

しかし本来、 

成熟とは、 

「分からないまま考え続けられること」 

なのかもしれない。 
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これは非常に重要である。 

 

世の中には、 

「完全には説明できないこと」 

が存在する。 

 

しかし同時に、 

「だから何でも信じていい」 

わけでもない。 

 

つまり本当に必要なのは、 

「疑う力」 

と、 

「意味を感じる力」 

その両方である。 

 

現代社会では特に、 

「どちらか側」 

へ極端に寄りやすい。 

 

完全否定派。 

完全肯定派。 
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しかし両極端になると、 

人間理解が浅くなりやすい。 

 

たとえば、 

占いを完全否定する人の中には、 

「なぜ人が救われるのか」 

を理解していない場合がある。 

 

逆に、 

完全肯定する人の中には、 

「なぜ依存が起きるのか」 

を見失っている場合がある。 

 

つまり必要なのは、 

“人間そのものを見る視点” 

なのである。 

 

ここで非常に興味深い事実がある。 

 

人は、 

「自分が信じたいもの」 

を信じやすい。 
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これは認知心理学でも知られている。 

 

たとえば、 

「この占い師は本物だ」 

と思いたい人は、 

当たった部分を強く記憶する。 

 

逆に、 

「占いなんて全部嘘だ」 

と思いたい人は、 

外れた部分だけを見る。 

 

つまり人間は、 

「客観的に見ているつもりで、 

実は感情で世界を見ている」 

ことが多い。 

 

これは占いに限らない。 

政治も。 

恋愛も。 

人間関係もそうだ。 

 

人は、 
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「自分が納得できる物語」 

を求める。 

 

だからこそ、 

「信じるか否定するか」 

だけで終わってしまうと、 

本質が見えなくなる。 

 

本当に重要なのは、 

「なぜ自分は、それを信じたいのか」 

を見つめることなのである。 

 

たとえば、 

「運命の相手」 

を信じたい時。 

その奥には、 

• 孤独  

• 不安  

• 愛されたい気持ち  

• 見捨てられたくない感情  

が隠れていることがある。 

 

「見えない力」 
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を信じたい時。 

その奥には、 

• 無意味感  

• 絶望  

• 生きる理由への渇望  

がある場合もある。 

 

つまり人は、 

「占い」 

を信じているようで、 

“自分の感情” 

を支えようとしていることがある。 

 

だから本当に見るべきなのは、 

「当たるかどうか」 

だけではない。 

 

むしろ、 

「その信念によって、 

自分はどう変化しているか」 

なのである。 

 

• 少し前向きになれるのか  
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• 誰かを傷つけていないか  

• 現実を見失っていないか  

• 自分で考えられているか  

そこが重要になる。 

 

ここで非常に大切なことを言いたい。 

 

人間は、 

「分からないもの」 

をゼロにはできない。 

 

未来も。 

人生も。 

人の心も。 

完全には読めない。 

 

だからこそ人は、 

• 占い  

• 宗教  

• 科学  

• 哲学  

• 心理学  
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さまざまなものを使いながら、 

何とか生きようとしている。 

 

つまり人類の歴史そのものが、 

「分からなさ」と戦ってきた歴史 

とも言える。 

 

本章で伝えたかったのは、 

「信じるな」 

でも、 

「信じろ」 

でもない。 

 

本当に大切なのは、 

「白黒で切り捨てないこと」 

なのである。 

 

占いには、 

救いもある。 

危険もある。 

心理もある。 

投影もある。 
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依存もある。 

希望もある。 

 

つまり占いとは、 

“人間そのもの” 

に非常によく似ている。 

 

曖昧で、矛盾していて、 

時に危うく、 

それでも人を支える。 

 

だから最後に必要なのは、 

「信じるかどうか」 

ではない。 

 

本当に必要なのは、 

「人間はなぜ、意味を求め続けるのか」 

を考え続けることなのである。 
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第 12 章 

それでも、 

人は「意味」を求めて生きていく 

占いの先にある、人間という存在 

ここまで本書では、 

• なぜ人は占いに惹かれるのか  

• なぜタロットに意味を感じるのか  

• なぜ手相を信じるのか  

• なぜ占いで救われるのか  

• なぜ依存するのか  

• なぜスピリチュアルへ向かうのか  

• なぜ「当たる」と感じるのか  

を、心理学や人間理解の視点から見つめてきた。 

 

そしてここまで読んだ読者の中には、 

もしかすると少し不思議な感覚が残っているかもしれ

ない。 

 

「結局、占いって何なんだろう」 
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この問いに対して、 

本書は単純な答えを出していない。 

 

「全部嘘です」 

とも言っていない。 

「全部本物です」 

とも言っていない。 

 

なぜなら人間という存在そのものが、 

“そんなに単純ではない” 

からである。 

 

人は、 

合理性だけでは生きられない。 

しかし同時に、 

幻想だけでも生きられない。 

 

現実を見なければ壊れる。 

意味を失っても壊れる。 

 

つまり人間は、 

「現実」と「意味」 

その両方を必要としている。 
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占いとは、 

その“意味”を扱う文化なのかもしれない。 

 

未来を完璧に当てるためではなく、 

「苦しみを整理するため」 

「感情を言葉にするため」 

「人生に物語を与えるため」 

に存在してきた側面がある。 

 

人は、 

ただ生きるだけでは苦しい。 

 

なぜこの苦しみがあるのか。 

なぜこの出会いがあったのか。 

なぜ自分はここまで傷ついたのか。 

その意味を求める。 

 

もし人生が、 

「全部ただの偶然」 

だけだったなら、 

人は時に耐えられなくなる。 

 

だから人は、 
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• 運命  

• 縁  

• タイミング  

• 導き  

• 必然  

という言葉を生み出してきた。 

 

それは単なる非合理ではない。 

「生きるための物語」 

だったのかもしれない。 

 

人間は昔から、 

「意味を作る生き物」 

である。 

 

夜空を見て星座を作った。 

自然現象に神話を与えた。 

夢に意味を見出した。 

 

つまり人類はずっと、 

“世界を理解したかった” 

のである。 
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占いもまた、 

その延長線上に存在している。 

 

もちろん、 

ここまで読んで分かる通り、 

占いには危険もある。 

 

依存。 

思考停止。 

現実逃避。 

支配。 

それらは確かに存在する。 

 

しかし同時に、 

「占いに救われた」 

という人も実在する。 

 

この事実を、 

単純に否定することはできない。 

 

なぜなら人間は、 

「意味によって立ち上がれる」 

生き物だからである。 
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たった一言で救われることがある。 

「あなたは悪くない」 

その言葉だけで、 

涙が止まらなくなる人もいる。 

 

それは、 

未来予知ではない。 

超能力でもない。 

 

「理解された感覚」 

である。 

 

人は、 

理解されると生き延びやすくなる。 

 

孤独の本質は、 

一人でいることではない。 

「誰にも分かってもらえない感覚」 

である。 

 

だから占いは時に、 

「理解される場所」 

として機能する。 
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ここに、 

占いの本質の一部がある。 

 

しかし同時に、 

忘れてはいけないこともある。 

 

本当に人生を動かすのは、 

「占い」 

ではない。 

 

最後に人生を選ぶのは、 

自分自身である。 

 

どれだけカードが良くても、 

行動しなければ現実は変わらない。 

どれだけ「運命」と言われても、 

関係を築かなければ続かない。 

 

つまり人生とは、 

「与えられるもの」 

ではなく、 

「作っていくもの」 

なのである。 
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ここで、本書を通して 

最も伝えたかったことを言いたい。 

 

人は、 

「答え」 

を求めすぎる。 

 

しかし人生には、 

“最初から決まっている正解” 

が存在しないことも多い。 

 

恋愛も。 

仕事も。 

生き方も。 

後になって初めて、 

「あれで良かった」 

と思えることが多い。 

 

つまり人生とは、 

「正解を探すゲーム」 

ではなく、 

「自分で意味を作っていく過程」 

なのかもしれない。 
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だから占いも本来、 

「未来を固定するもの」 

ではなく、 

「自分を見つめ直すきっかけ」 

として存在する時、 

最も健全なのだと思う。 

 

カードを見ながら、 

自分の本音に気づく。 

手相を見ながら、 

自分の人生を振り返る。 

占いの言葉によって、 

少し立ち止まって考える。 

 

その使い方なら、 

占いは時に人を支える。 

 

しかし、 

「自分で考えること」 

を手放した瞬間、 

占いは人を縛り始める。 

 

だから本当に必要なのは、 
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「信じるか否定するか」 

ではない。 

 

必要なのは、 

「どう向き合うか」 

なのである。 

 

人は弱い。 

不安になる。 

孤独になる。 

未来が怖くなる。 

 

だから時に、 

“意味” 

を必要とする。 

 

その意味を、 

誰かは宗教に求める。 

誰かは哲学に求める。 

誰かは科学に求める。 

誰かは占いに求める。 
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しかし根底にあるものは、 

もしかすると同じなのかもしれない。 

 

「自分の人生には意味があってほしい」 

 

その願いである。 

 

だから人は今日も、 

• 星を見る  

• 願い事をする  

• タロットを引く  

• 手のひらを見る  

• 「大丈夫」と言ってほしくなる  

 

それは、 

弱さなのかもしれない。 

 

しかし同時に、 

“人間らしさ” 

でもある。 

 

人は、 

完全な合理性だけでは生きられない。 
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だから物語を作る。 

意味を探す。 

希望を持つ。 

 

そしてきっと、 

それこそが、 

「人間」 

という存在なのだと思う。 

 

もしこの本を読んだあと、 

占いを見る目が少し変わったなら。 

 

単なる「当たる・当たらない」ではなく、 

「なぜ人は、そこに救いを感じるのか」 

を考えるきっかけになったなら。 

 

この本には、 

きっと意味があったのだと思う。 

 

そして最後に、 

あなたに一つだけ問いを残したい。 
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あなたは、 

“何によって” 

生きる意味を感じていますか。 
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第 13 章 

「占いを信じる人」を、 

なぜ人は見下したくなるのか 

人間は“自分の不安”を他人に投影する 

占いを語る時、 

避けて通れない感情がある。 

 

「バカじゃないの？」 

 

この感情である。 

 

占いを信じる人に対して、 

どこか優越感を持つ人がいる。 

「そんなの非科学的だ」 

「騙されている」 

「現実を見ろ」 

そう言いたくなる人がいる。 
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しかしここで、 

一度立ち止まって考えたい。 

 

なぜ人は、 

「占いを信じる人」 

に対して、 

ここまで強い感情を持つのだろうか。 

 

ただ興味がないだけなら、 

普通はそこまで熱量は生まれない。 

 

実際には、 

“強く否定したくなる” 

のである。 

 

ここに、 

非常に人間的な心理が隠れている。 

 

まず知っておきたい。 

人間は、 

「自分が不安になるもの」 

を攻撃したくなる傾向がある。 

 



155 

 

たとえば、 

「もしかしたら自分の理解できない世界があるのでは

ないか」 

そう感じると、 

人は落ち着かなくなる。 

 

人間は本来、 

「自分の世界観」 

を守りたい生き物である。 

 

「努力すれば報われる」 

と思っている人は、 

運命論を嫌いやすい。 

 

「論理がすべて」 

と思っている人は、 

感覚的なものを軽視しやすい。 

 

逆に、 

「見えない縁を大切にしたい」 

人は、 

冷たすぎる合理主義に傷つきやすい。 
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つまり人は、 

「自分が信じている世界」 

を守ろうとしている。 

 

ここで非常に重要なのは、 

人間は“完全に客観的”ではない 

ということである。 

 

人は皆、 

「感情」 

によって世界を見ている。 

 

占いを信じる人も。 

占いを否定する人も。 

実はどちらも、 

“感情” 

から自由ではない。 

 

ここを理解すると、 

世界の見え方が変わる。 

 

たとえば、 

「占いなんて全部インチキだ」 
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と強く怒る人がいる。 

 

もちろん、 

悪質な詐欺や依存ビジネスは実在する。 

だから警戒心自体は間違いではない。 

 

しかし時に、 

それ以上の強い怒りを持つ人がいる。 

 

なぜか。 

 

そこには時々、 

「騙されたくない」 

という恐怖がある。 

 

もっと言えば、 

「自分の弱さを認めたくない」 

感情が隠れている場合がある。 

 

人間は本当は、 

誰だって不安になる。 
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未来が怖い。 

孤独が怖い。 

失敗が怖い。 

 

でも、 

「自分は合理的だ」 

と思いたい人ほど、 

その不安を認めづらいことがある。 

 

すると、 

「占いなんか信じる奴は弱い」 

と切り離したくなる。 

 

つまり時に人は、 

“他人を否定することで、 

自分を安心させている” 

のである。 

 

これは占いだけではない。 

 

• 宗教  

• 恋愛  

• 推し活  
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• スピリチュアル  

• 趣味  

• 生き方  

人は、自分と違う価値観を見ると、 

不安になることがある。 

 

そしてその不安を、 

「見下し」 

へ変換する。 

 

ここで考えたい。 

本当に成熟した人は、 

どういう人だろうか。 

 

それは、 

「違う価値観の存在」 

に耐えられる人なのかもしれない。 

 

もちろん、 

危険なものは危険と言う必要がある。 

依存。 

洗脳。 

搾取。 
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そこは厳しく見なければならない。 

 

しかし同時に、 

「なぜ人はそこへ向かうのか」 

を理解しようとする視点も必要である。 

 

なぜなら、 

人間は皆、弱さを持っている 

からだ。 

 

誰だって、 

苦しい時がある。 

 

「誰かに大丈夫と言ってほしい」 

瞬間がある。 

 

つまり、 

占いを求める人だけが特別に弱いのではない。 

 

形が違うだけで、 

人は皆、 

“何か” 

に支えられて生きている。 
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ある人は科学。 

ある人は宗教。 

ある人は恋愛。 

ある人は仕事。 

ある人は哲学。 

ある人は占い。 

 

人間は、 

「これがあるから生きられる」 

という支えを必要とする。 

 

だから本当に見るべきなのは、 

「何を信じているか」 

だけではない。 

 

むしろ、 

「その信じ方によって、 

人生がどうなっているか」 

なのである。 

 

• 現実を見失っていないか  

• 他人を傷つけていないか  

• 自分で考えられているか  
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• 依存していないか  

• 生きやすくなっているか  

そこが重要になる。 

 

ここで、 

この本全体に流れているテーマへ戻りたい。 

 

人は、 

「意味」 

を求める生き物である。 

 

しかし同時に、 

「不安」 

にも耐えられない生き物である。 

 

だから時に、 

• 信じる  

• 否定する  

• 崇拝する  

• 見下す  

という極端な反応が生まれる。 

 

しかし本当に大切なのは、 
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「白黒を急がないこと」 

なのかもしれない。 

 

占いには、 

救いもある。 

危険もある。 

 

そしてそれは、 

“人間そのもの” 

によく似ている。 

 

優しさもある。 

弱さもある。 

依存もある。 

希望もある。 

 

だから最後に、 

この章で一番伝えたいことを言いたい。 

 

人は時に、 

「理解できないもの」 

を笑う。 
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しかし本当に成熟した人は、 

「なぜその人が、 

それを必要としたのか」 

を考えようとする。 

 

それは、 

甘さではない。 

 

“人間理解” 

である。 

 

占いを信じる人を見て、 

笑いたくなる時。 

 

もしかするとその瞬間、 

本当に向き合うべきなのは、 

「相手の弱さ」 

ではなく、 

“自分自身の不安” 

なのかもしれない。 
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第 14 章 

「それでも占いをやめられない人たち」 

人は“未来”ではなく、“安心”を求めている 

「もう占いなんて信じない」 

そう言った人が、 

数日後にはまた別の占いを見ている。 

 

「依存してるって分かってるんです」 

そう言いながら、 

何度も同じ相談を繰り返してしまう。 

 

頭では分かっている。 

当たり外れだけではないことも。 

絶対の未来予知など存在しないことも。 

占いだけでは人生が変わらないことも。 

 

それでも人は、 

占いをやめられない。 

 

なぜなのだろうか。 
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ここを理解するには、 

「人は本当は何を求めているのか」 

を見なければならない。 

 

多くの人は、 

「未来を知りたい」 

から占いへ行くと思われている。 

 

しかし実際には、 

少し違う。 

 

本当に求めているのは、 

「安心」 

である。 

 

未来が知りたいのではない。 

 

「大丈夫だと言ってほしい」 

のである。 

 

これは非常に重要な違いだ。 

 

人間にとって最も苦しい状態の一つは、 
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「先が見えないこと」 

である。 

 

• 恋人はどう思っているのか  

• この仕事を続けていいのか  

• 自分は嫌われていないか  

• この選択は間違っていないか  

• 将来どうなるのか  

人は、 

「分からない状態」 

に強いストレスを感じる。 

 

だから占いへ向かう。 

 

占いは時に、 

「不安を整理する装置」 

として機能する。 

 

たとえば、 

「今は焦らなくて大丈夫」 

と言われるだけで、 

少し呼吸ができるようになる人がいる。 
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「あなたはちゃんと頑張ってる」 

その一言で、 

涙が止まらなくなる人もいる。 

 

つまり人は、 

“答え” 

より、 

“安心” 

を求めていることが多い。 

 

ここで非常に重要なのは、 

「安心を求めること」 

自体は悪ではないという点である。 

 

人間は皆、 

不安になる。 

 

強い人に見える人も、 

実は夜になると孤独を抱えている。 

 

だから、 

「大丈夫」 

と言われたくなる瞬間は誰にでもある。 
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問題は、 

「安心の得方」 

なのである。 

 

ここで依存が始まる。 

 

占いによって一時的に不安が軽くなる。 

すると脳は、 

「占い＝安心」 

と学習する。 

 

するとまた不安になった時、 

人は占いへ向かう。 

 

これを繰り返すうちに、 

「自分で不安を処理する力」 

が弱くなっていく。 

 

すると徐々に、 

• 毎日占いを見る  

• 何人もの占い師を回る  

• 同じ質問を繰り返す  

• 悪い結果を打ち消したくなる  
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という状態へ入っていく。 

 

これは実は、 

「未来を信じている」 

というより、 

「不安に耐えられなくなっている」 

状態に近い。 

 

ここを理解しないと、 

依存の本質は見えない。 

 

人はよく、 

「なんでそんなに占いにハマるの？」 

と言う。 

 

しかし本当は、 

「占い」 

にハマっているのではない。 

 

「安心感」 

にハマっているのである。 

 

これは恋愛依存とも似ている。 
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「この人がいないと不安」 

になる。 

すると確認したくなる。 

 

占い依存も同じだ。 

 

「大丈夫」 

を何度も確認したくなる。 

 

しかしここには大きな落とし穴がある。 

 

人間は、 

「完全な安心」 

を手に入れることができない。 

 

未来は変わる。 

人の気持ちは揺れる。 

人生には偶然が起きる。 

 

つまり、 

“不確実性” 

は消えない。 
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しかし依存状態になると、 

人はその不確実性を受け入れられなくなる。 

 

すると、 

「絶対」 

を求め始める。 

 

• 絶対うまくいく  

• 絶対復縁できる  

• 絶対運命  

• 絶対成功する  

こうした言葉は、 

強烈な安心感を生む。 

 

だからこそ危険でもある。 

 

なぜなら、 

人生に「絶対」は存在しない 

からだ。 

 

本当に健全な支えとは、 

「絶対安心できる状態」 

を作ることではない。 
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むしろ、 

「不安があっても生きていける感覚」 

を育てることなのである。 

 

これは心理支援でも非常に重要な視点だ。 

 

本当に回復していく人は、 

「不安が消えた人」 

ではない。 

 

「不安があっても、 

自分で選び続けられるようになった人」 

である。 

 

ここに、 

“依存” 

と、 

“回復” 

の違いがある。 

 

占いそのものが悪なのではない。 

 

問題は、 



174 

 

「自分で生きる力」 

を失っていくことである。 

 

だから本当に大切なのは、 

「占いをやめること」 

だけではない。 

 

むしろ必要なのは、 

「自分で不安と付き合う力」 

を取り戻すことなのかもしれない。 

 

人は、 

不安をゼロにはできない。 

 

しかし、 

「不安がある＝不幸」 

ではない。 

 

不安を抱えながら、 

それでも選び、 

それでも生きていく。 

 

本来、人間とはそういう存在である。 
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だから最後に、 

この章で最も伝えたいことを言いたい。 

 

占いをやめられない人は、 

「弱い人」 

なのではない。 

 

むしろ、 

「安心を求めるほど、 

必死に生きてきた人」 

なのかもしれない。 

 

だから必要なのは、 

見下すことではない。 

 

本当に必要なのは、 

「なぜそこまで不安だったのか」 

を理解しようとすることなのである。 

 

人は今日も、 

「未来」 

を知りたいのではなく、 

「大丈夫」 
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を探している。 

 

そしてその言葉を求めながら、 

不安の中を、 

必死に生きているのである。 
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第 15 章 

「占いはインチキか？」という問いに、 

最後の答えを出そう 

人は“正しさ”だけでは生きられない 

この本を書き始めた時から、 

最後に必ず向き合わなければならない問いがあった。 

 

「結局、占いはインチキなのか？」 

 

この問いである。 

 

そしておそらく、 

この本をここまで読んだ人も、 

最後にそこへ戻ってくる。 

 

当たるのか。 

嘘なのか。 

本物なのか。 

心理なのか。 
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白黒を知りたくなる。 

 

しかしここまで読んできたあなたなら、 

もう気づいているかもしれない。 

 

この問い自体が、 

「人間」 

を理解するには少し足りないのである。 

 

もちろん現実として、 

「インチキ」 

は存在する。 

 

不安を煽る人。 

依存させる人。 

恐怖で支配する人。 

 

「このままだと不幸になる」 

「浄化しないと危険」 

「あなたには悪いものが憑いている」 

そうやって人を追い込み、 

お金や支配へ繋げる人も実在する。 
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それは明確に危険である。 

 

なぜならそこには、 

「人を支える」 

ではなく、 

「人をコントロールする」 

目的があるからだ。 

 

だからまず最初に、 

ここははっきり言わなければならない。 

 

占いは万能ではない。 

 

病気を治すものではない。 

未来を確定させるものでもない。 

人生の責任を代わりに背負うものでもない。 

 

ここを見失った瞬間、 

占いは危険へ近づく。 

 

しかし同時に、 

「だから全部インチキだ」 
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と切り捨てるだけでも、 

人間理解としては浅い。 

 

なぜなら現実には、 

「占いによって救われた」 

と感じる人が存在するからである。 

 

ここで、多くの人は混乱する。 

 

「科学的ではないのに、なぜ救われるのか？」 

 

その答えは、 

この本全体を通して何度も触れてきた。 

 

人間は、 

「意味」 

によって支えられる生き物だからである。 

 

たとえば人は、 

「あなたは大丈夫」 

その一言で立ち上がれることがある。 

 

それは未来予知ではない。 
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しかし、 

“生きる力” 

になる。 

 

つまり占いの本質の一部は、 

「未来を当てること」 

ではなく、 

「感情に意味を与えること」 

なのかもしれない。 

 

ここで非常に重要なのは、 

「効果がある」 

と、 

「超常現象が証明された」 

は別だということである。 

 

人は時に、 

• 言葉  

• 儀式  

• 物語  

• 象徴  

によって変化する。 
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お守り。 

願掛け。 

祈り。 

これらもまた、 

人間の心理へ作用している。 

 

つまり人類は昔から、 

“意味を使って心を支えてきた” 

のである。 

 

占いもその延長線上にある。 

 

だから本当の問題は、 

「当たるかどうか」 

だけではない。 

 

本当に見るべきなのは、 

「その占いが、 

人をどう変化させているか」 

なのである。 

 

• 自分を見つめ直せるのか  

• 少し前向きになれるのか  
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• 現実を見失っていないか  

• 依存していないか  

• 誰かを傷つけていないか  

そこが重要になる。 

 

ここで、 

この本を通して最も伝えたかった核心へ辿り着く。 

 

人は、 

「正しさ」 

だけでは生きられない。 

 

もちろん、 

科学は重要だ。 

現実を見る力も必要だ。 

 

しかし人間は時に、 

「意味」 

を必要とする。 

 

苦しみの意味。 

出会いの意味。 

生きる意味。 
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それを求めるのは、 

弱さなのだろうか。 

 

私は、 

そうは思わない。 

 

むしろそれは、 

“人間らしさ” 

なのかもしれない。 

 

人は皆、 

不安を抱えている。 

 

未来が怖い。 

孤独が怖い。 

失敗が怖い。 

死が怖い。 

 

だから、 

「大丈夫」 

を探し続ける。 
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誰かの言葉に。 

物語に。 

祈りに。 

占いに。 

 

つまり占いとは、 

「未来予知の文化」 

というより、 

「不安と共に生きるための文化」 

だったのかもしれない。 

 

ここで最後に、 

非常に大切なことを言いたい。 

 

本当に危険なのは、 

「占いを信じること」 

そのものではない。 

 

本当に危険なのは、 

「自分で考えること」 

を手放すことである。 

 

占いに限らない。 
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宗教でも。 

政治でも。 

恋愛でも。 

思想でも。 

 

人は、 

「答えを全部預けた瞬間」 

に弱くなる。 

 

だから必要なのは、 

「信じるな」 

でも、 

「全部信じろ」 

でもない。 

 

本当に必要なのは、 

「考え続けること」 

なのである。 

 

• なぜ自分は惹かれるのか  

• なぜ安心したいのか  

• なぜ意味を求めるのか  

そこを見つめ続けること。 
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それが、 

“人間を理解する” 

ということなのかもしれない。 

 

そして最後に、 

この本のタイトルへ戻りたい。 

 

なぜ人は、 

占いに救われるのか？ 

 

その答えは、 

もしかするととても単純なのかもしれない。 

 

人は、 

「分かってほしい」 

からである。 

 

苦しみを。 

孤独を。 

不安を。 

人生を。 

 

そして占いは時に、 
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「あなたは一人じゃない」 

という感覚を与える。 

 

だから人は、 

今日もカードを引く。 

手のひらを見る。 

「大丈夫」という言葉を探す。 

 

それは非合理なのかもしれない。 

 

しかし同時に、 

“人間らしい” 

とも言える。 

 

人はきっとこれからも、 

「意味」 

を求めながら生きていく。 

 

不安の中で。 

曖昧さの中で。 

答えのない人生の中で。 

 

それでも、 
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「この人生には意味があってほしい」 

と願いながら。 
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第 16 章 

「それでも、 

あなたの人生はあなたのものだ」 

占いの最後に残る、“人間の自由” 

人は、 

答えを探して生きている。 

 

何が正しいのか。 

どちらへ進めばいいのか。 

この選択でよかったのか。 

 

だから人は時に、 

• 占い  

• 心理学  

• 宗教  

• 哲学  

• 科学  

あらゆるものへ答えを求める。 
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そしてその中で、 

「これが運命です」 

「あなたの本質です」 

「未来はこうなります」 

そんな言葉に出会う。 

 

人はそこで、 

少し安心する。 

 

しかし同時に、 

少し怖くもなる。 

 

なぜなら、 

「答え」 

を与えられるほど、 

人は自由を失いやすいからである。 

 

ここで本書最後のテーマに辿り着く。 

 

占いとは何か。 

心理とは何か。 

人はなぜ意味を求めるのか。 
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その旅を続けた先で、 

最後に残るもの。 

 

それは、 

「人間の自由」 

なのかもしれない。 

 

人は不安になると、 

「正解」 

を探したくなる。 

 

絶対に失敗しない恋愛。 

絶対に間違わない仕事。 

絶対に幸せになれる選択。 

 

しかし現実には、 

そんなものは存在しない。 

 

人生には、 

必ず不確実性がある。 

 

どれだけ考えても、 

結果は後にならないと分からない。 
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つまり人生とは本来、 

「選んでから意味が生まれるもの」 

なのである。 

 

ここを理解すると、 

占いとの向き合い方も変わる。 

 

本当に危険なのは、 

「未来が分からないこと」 

ではない。 

 

本当に危険なのは、 

「自分で選ばなくなること」 

なのである。 

 

占いに依存していく時、 

人は徐々に、 

「自分の人生」 

を手放していく。 

 

「カードがこう言っていたから」 

「運勢が悪いから」 

「相性が最悪だから」 
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すると人生の責任が、 

少しずつ“自分以外”へ移動していく。 

 

これは一見、楽である。 

 

なぜなら、 

「自分で決めなくて済む」 

からだ。 

 

しかしその代わりに、 

「自分の人生を生きている感覚」 

も失われていく。 

 

ここで非常に大切なことを言いたい。 

 

人間は、 

「間違える自由」 

を持っている。 

 

これは苦しい。 
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恋愛を間違える。 

仕事を間違える。 

人間関係を間違える。 

 

しかし実は、 

その失敗の中でしか、 

手に入らないものもある。 

 

後悔。 

学び。 

痛み。 

優しさ。 

 

人は、 

完璧な未来予知によって成長するのではない。 

 

むしろ、 

「分からない中で選んだ経験」 

によって、 

少しずつ人間になっていく。 

 

だからもし、 

本当に 100％未来が分かる世界があったとしたら。 
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人は逆に、 

「生きる意味」 

を失うのかもしれない。 

 

驚きも。 

偶然も。 

出会いも。 

挑戦も。 

全部決まっているなら、 

人生は“確認作業”になる。 

 

しかし現実は違う。 

 

未来は分からない。 

だから怖い。 

 

でも同時に、 

だから希望も存在する。 

 

ここが人間の面白さである。 

 

未来が確定していないからこそ、 

• 明日変われるかもしれない  
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• 出会いがあるかもしれない  

• やり直せるかもしれない  

という可能性が生まれる。 

 

つまり人間は、 

「不確実性」 

によって苦しみ、 

「不確実性」 

によって救われてもいる。 

 

占いは、 

その“不安”へ寄り添う文化だった。 

 

未来を断定することで、 

安心を与えようとした。 

意味を与えようとした。 

 

だから占いそのものを、 

私は完全に否定しない。 

 

救われた人もいる。 

立ち上がれた人もいる。 

孤独を超えられた人もいる。 
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しかし最後に、 

どうしても忘れてはいけないことがある。 

 

あなたの人生を生きるのは、 

占いではない。 

 

あなた自身である。 

 

カードは、 

人生を代わりに歩いてくれない。 

 

手相も、 

涙を拭いてはくれない。 

 

最終的に、 

• 誰を愛するか  

• どこへ進むか  

• どう生きるか  

を決めるのは、 

あなたしかいない。 

 

ここに、 

“人間の自由” 
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がある。 

 

そして自由とは、 

時に苦しい。 

 

答えがない。 

保証もない。 

失敗もある。 

 

それでも人間は、 

「自分で選ぶ」 

ことによって、 

人生を自分のものにしていく。 

 

だから本当に大切なのは、 

「占いを信じるか」 

ではない。 

 

本当に大切なのは、 

「自分の人生を、 

自分で引き受けられるか」 

なのかもしれない。 
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人は弱い。 

だから意味を求める。 

誰かの言葉を求める。 

「大丈夫」を求める。 

 

それは恥ではない。 

 

むしろ、 

“生きようとしている証拠” 

なのだと思う。 

 

だからもし、 

占いに救われたことがあるなら。 

その経験を否定しなくていい。 

 

しかし同時に、 

「占いがなければ生きられない」 

場所へは行かなくていい。 

 

あなたには、 

「自分で選ぶ力」 

がある。 
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不安の中でも。 

迷いの中でも。 

答えがない中でも。 

 

人は、 

選ぶことができる。 

 

そしてその積み重ねが、 

「人生」 

になる。 

 

未来は、 

誰にも完全には分からない。 

 

だからこそ、 

生きる価値がある。 

 

不安があるから、 

人は願う。 

孤独があるから、 

人は誰かを求める。 
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答えがないから、 

人は意味を作る。 

 

そしてそのすべてが、 

“人間” 

なのだと思う。 

 

占いの先にあったもの。 

それは結局、 

「人間とは何か」 

という問いだったのである。 
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第１７章 

「人は、弱いからこそ美しい」 

占いの先にあった、“人間”という答え 

この本をここまで読んでくれたあなたは、 

きっともう気づいていると思う。 

 

この本は、 

「占いの本」 

のようでいて、 

本当は、 

「人間の本」 

だった。 

 

なぜ人は占いに惹かれるのか。 

なぜタロットに意味を感じるのか。 

なぜ手相に人生を重ねるのか。 

なぜ「当たる」と感じるのか。 

なぜ救われるのか。 

なぜ依存するのか。 
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そのすべてを辿っていくと、 

最後には必ず、 

「人間とは何か」 

という問いへ戻ってくる。 

 

人は、弱い。 

 

未来が怖い。 

孤独が怖い。 

失うのが怖い。 

 

愛されないことが怖い。 

嫌われることが怖い。 

失敗することが怖い。 

 

だから人は、 

「大丈夫」 

を探す。 

 

誰かの言葉に。 

宗教に。 

哲学に。 
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科学に。 

そして時に、占いに。 

 

ここで、 

多くの人は勘違いする。 

 

「占いを信じる人は弱い」 

と。 

 

違う。 

 

人は皆、弱い。 

 

違うのは、 

「何によって支えられているか」 

だけなのだ。 

 

ある人は、 

論理によって自分を保つ。 

ある人は、 

愛によって生きる。 

ある人は、 

努力を信じる。 
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ある人は、 

神を信じる。 

ある人は、 

カードを引く。 

 

しかし根底にあるものは、 

もしかすると同じなのかもしれない。 

 

「この人生に、 

意味があってほしい」 

 

その願いである。 

 

人間は不思議な生き物だ。 

 

完全に合理的には生きられない。 

しかし幻想だけでも壊れる。 

 

現実だけでは苦しくなる。 

意味だけでも危うくなる。 

 

だから人は、 

「現実」 
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と、 

「物語」 

その両方を使いながら生きている。 

 

科学は、 

世界を説明する。 

 

しかし、 

「なぜ生きるのか」 

までは教えてくれない。 

 

心理学は、 

感情の仕組みを説明する。 

 

しかし、 

「この孤独を、 

どう抱えて生きればいいのか」 

までは完全には答えられない。 

 

だから人は、 

「意味」 

を作る。 
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運命。 

縁。 

偶然。 

導き。 

 

それらは、 

もしかすると人類が、 

「苦しみに耐えるため」 

に生み出してきた物語なのかもしれない。 

 

そして私は、 

それを単純に笑えない。 

 

なぜなら人は、 

「意味がある」 

と思えた時、 

もう一度立ち上がれるからである。 

 

たった一言で、 

救われる夜がある。 

 

「あなたは悪くない」 
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その言葉だけで、 

涙が止まらなくなる人がいる。 

 

それは未来予知ではない。 

奇跡でもない。 

 

「理解された感覚」 

である。 

 

人は、 

理解されると生き延びやすくなる。 

 

逆に、 

「誰にも分かってもらえない」 

と感じ続けると、 

人は少しずつ壊れていく。 

 

だから占いは時に、 

「理解される場所」 

として機能する。 

 

ここに、 

占いが何千年も消えなかった理由の一部がある。 
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人類はずっと、 

「不安」 

と共に生きてきた。 

 

天災。 

戦争。 

病気。 

死。 

孤独。 

 

未来が見えない中で、 

人は空を見上げた。 

 

星に意味を見出した。 

夢を読み解こうとした。 

カードを引いた。 

 

それは単なる迷信だったのだろうか。 

 

私はそうは思わない。 

 

そこには、 

「生きたい」 
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という人間の本能があった。 

 

苦しみの中でも、 

意味を見失わないように。 

絶望の中でも、 

希望を捨てないように。 

 

人は、 

“物語” 

を必要としてきたのである。 

 

しかし同時に、 

忘れてはいけないこともある。 

 

占いは、 

人生を代わりに生きてはくれない。 

 

カードは、 

あなたの代わりに選ばない。 

 

手相は、 

あなたの人生を完成させない。 

 



212 

 

最後に人生を作るのは、 

「自分自身」 

である。 

 

だから本当に大切なのは、 

「信じるか否定するか」 

ではない。 

 

必要なのは、 

「どう向き合うか」 

なのである。 

 

占いを使って、 

自分を見失う人もいる。 

 

逆に、 

占いをきっかけに、 

「本当の自分の感情」 

へ気づく人もいる。 

 

つまり占いとは、 

“その人の心” 

を映し出す鏡なのかもしれない。 
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不安。 

孤独。 

願い。 

希望。 

 

そこに映るのは、 

未来ではなく、 

「人間そのもの」 

だったのである。 

 

この本を通して、 

私は占いを「肯定」も「否定」もしたくなかった。 

 

なぜなら本当に見たかったのは、 

「人間」 

だったからだ。 

 

人は弱い。 

だから迷う。 

だから意味を探す。 

だから「大丈夫」を求める。 
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でも私は、 

その弱さを否定したくない。 

 

むしろ、 

弱いからこそ、 

人は優しくなれる 

のだと思う。 

 

孤独を知っているから、 

誰かに寄り添える。 

 

不安を知っているから、 

「大丈夫」と言える。 

 

傷ついたことがあるから、 

人の痛みに気づける。 

 

つまり人間は、 

「弱さ」 

によって繋がっている。 

 

そしてきっと、 

占いもまた、 
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「弱い人間が、 

必死に生きようとした痕跡」 

だったのだと思う。 

 

だからもし、 

あなたが今、 

不安の中にいるなら。 

孤独の中にいるなら。 

未来が怖いなら。 

 

それは、 

あなただけではない。 

 

人類はずっと、 

「分からない未来」 

の中を生きてきた。 

 

それでも恋をした。 

夢を見た。 

誰かを愛した。 

 

そして今日まで、 

生き延びてきた。 
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未来は、 

きっとこれからも分からない。 

 

不安も消えない。 

迷いも消えない。 

 

それでも人は、 

「意味」 

を探しながら生きていく。 

 

誰かを愛しながら。 

傷つきながら。 

それでも前を向きながら。 

 

そしてその姿こそが、 

“人間の美しさ” 

なのだと思う。 

 

占いの先にあった答え。 

それは結局、 

「人は、弱いからこそ美しい」 

ということだったのである。 
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あとがき 

「分からないまま、生きていく」ということ 

この本を書き終えた今、 

私は少し不思議な気持ちになっています。 

 

最初は、 

「占いを心理学的に解体したい」 

そんな思いから始まった本でした。 

 

タロットはなぜ当たるように感じるのか。 

手相はなぜ人を惹きつけるのか。 

なぜ人は占いに救われるのか。 

 

心理学。 

認知科学。 

行動心理。 

投影。 

依存。 

不安。 

自己暗示。 
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構造を知れば、 

ある程度説明はできる。 

 

しかし書けば書くほど、 

私はある事実にぶつかりました。 

 

「人間は、理屈だけでは生きていない」 

 

という事実です。 

 

人は、 

正しさだけでは立ち上がれない時がある。 

 

「科学的根拠はありません」 

そう言われても、 

救われない夜がある。 

 

逆に、 

「あなたは大丈夫」 

その一言だけで、 

涙が止まらなくなる瞬間がある。 
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私はこの本を書く中で、 

何度も考えました。 

 

占いとは何なのか。 

 

幻想なのか。 

心理なのか。 

文化なのか。 

依存なのか。 

救いなのか。 

 

そして最後に辿り着いた答えは、 

とてもシンプルでした。 

 

占いとは、 

「人間そのもの」なのかもしれない。 

 

不安になる。 

未来が怖い。 

孤独が苦しい。 

 

だから意味を探す。 
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「この出会いには意味があった」 

「今の苦しみにも意味がある」 

「自分の人生は間違っていない」 

そう思いたくなる。 

 

それは弱さでしょうか。 

 

私は、 

そうは思いません。 

 

むしろ、 

「意味を求める」 

という行為そのものが、 

人間らしさなのだと思います。 

 

人は昔から、 

• 星を見上げ  

• 神話を作り  

• 夢を読み解き  

• カードを引き  

• 手のひらを見つめてきた  

 

それは未来予知というより、 
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「不安の中でも生きるため」 

だったのかもしれません。 

 

私は心理学を学び、 

人の感情や行動の構造を学んできました。 

 

同時に、 

占いの世界にも触れてきました。 

 

だからこそ分かることがあります。 

 

占いを笑う人も、 

占いを信じる人も、 

本当は皆、 

「安心したい」 

だけなのだということ。 

 

人は皆、 

見えない不安を抱えています。 

 

強そうに見える人も。 

冷静に見える人も。 

論理的に見える人も。 
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皆どこかで、 

「このままで大丈夫なのだろうか」 

と怯えながら生きている。 

 

だから人は、 

「意味」を探します。 

 

そしてその意味が、 

時に人を救う。 

 

しかし同時に、 

私はこの本で、 

占いへの依存や危険性からも目を逸らしませんでし

た。 

 

なぜなら、 

「意味」 

は時に、 

「支配」 

にも変わるからです。 

 

人は苦しい時ほど、 

「絶対」を求めます。 
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でも本当の意味で人生を生きるということは、 

「分からないまま進むこと」 

なのかもしれません。 

 

未来は分からない。 

 

でも、 

だからこそ人は願う。 

 

不安がある。 

 

でも、 

だからこそ人は誰かを求める。 

 

答えがない。 

 

でも、 

だからこそ人は意味を作る。 

 

この本を書きながら、 

私は何度も思いました。 
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人間とは、 

なんて不完全で、 

なんて弱くて、 

なんて美しい生き物なのだろうと。 

 

傷つきながら。 

迷いながら。 

孤独を抱えながら。 

 

それでも人は、 

「生きよう」 

とする。 

 

私はその姿を、 

とても尊いものだと思っています。 

 

もしこの本が、 

誰かにとって、 

• 占いを見直すきっかけ  

• 自分自身を見つめ直すきっかけ  

• 「弱さ」を責めなくなるきっかけ  

になれたなら。 
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この本には、 

きっと意味があったのだと思います。 

 

最後に。 

 

もし今、 

あなたが不安の中にいるなら。 

未来が怖いなら。 

孤独を抱えているなら。 

 

どうか忘れないでください。 

 

人は皆、 

「分からない人生」 

を生きています。 

 

あなただけではありません。 

 

それでも人は、 

恋をして、 

誰かを愛して、 

傷ついて、 

また立ち上がっていく。 
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そしてその繰り返しの中で、 

「自分だけの意味」 

を作っていくのだと思います。 

 

未来は、 

きっとこれからも分かりません。 

 

でも私は、 

それでいいのだと思っています。 

 

分からないからこそ、 

人は願える。 

 

分からないからこそ、 

人は優しくなれる。 

 

分からないからこそ、 

人生には希望がある。 

 

この本を、 

最後まで読んでくださって、 

本当にありがとうございました。 
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あなたの人生に、 

あなた自身の意味がありますように。 
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野に携わりながら、 

長年にわたり 

「人はなぜ苦しみ、なぜ救いを求めるのか」 

を独自に探究し続けてきた。 
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心理学と占いという、 

本来は相反するものとして扱われやすい領域を、 

「人間理解」という視点から横断的に研究。 

特に、 

• なぜ人は“当たる”と感じるのか  

• なぜ占いに救われるのか  

• なぜ依存が生まれるのか  

• なぜ人は意味を求め続けるのか  

というテーマを中心に、 

心理学・認知・感情・不安・孤独・物語構造の観点か

ら分析を続けている。 

著者自身、 

単なる「肯定派」でも「否定派」でもない。 

占いを、 

超常現象として盲信するのではなく、 

「人間の心を映し出す文化」 

として捉えている。 

本書では、 

占いを“当たる・当たらない”だけで語るのではなく、 

「人はなぜ意味を必要とするのか」 

という、人間そのものの本質へ踏み込んだ。 

また、現場主義を重視しており、 

労働安全衛生教育や対人支援の経験を通じて、 
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「人は理屈だけでは生きられない」 

という現実を数多く見てきたという。 

不安。 

孤独。 

承認欲求。 

依存。 

希望。 

それらを否定するのではなく、 

「弱さを抱えながら生きる人間」 

を深く理解しようとする姿勢を大切にしている。 

本書『なぜ人は占いに救われるのか？』は、 

心理学と占いを対立させるための本ではない。 

むしろ、 

「人間はなぜ、意味を求めてしまうのか」 

という普遍的な問いへ向き合った一冊である。 

著者は現在も、 

「人間理解」を人生のテーマとして探究を続けてい

る。 
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人は、 

“分からない未来” 

を生きている。 

だからこそ、 

意味を探し続ける。 

その姿こそが、 

人間なのだと思う。 
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本書について 

本書は、 

占いを「肯定」または「否定」するためだけに執筆し

たものではない。 

心理学・認知・感情・依存・物語・不安・孤独という
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